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給
食
費
の
無
償
化

　

令
和
４
年
７
月
か
ら
保
育
所
・

幼
稚
園
、
９
月
か
ら
小
・
中
学
校

で
実
施
し
て
い
る
「
給
食
費
の
無

償
化
」
で
す
が
、
保
護
者
の
皆
様

か
ら
継
続
の
ご
要
望
を
受
け
、
昨

今
の
物
価
高
騰
や
財
政
状
況
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
ま
し
た
結
果
、

令
和
５
年
度
も
継
続
し
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
支
援
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

地
域
医
療

　
「
地
域
医
療
を
学
べ
る
ま
ち
紀

宝
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

医
学
生
・
研
修
医
の
地
域
医
療
研

修
の
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
講
演

会
や
研
修
会
等
を
開
催
し
、
町
民

の
皆
様
へ
の
地
域
医
療
の
学
び
を

普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

４
年
10
月
に
「
紀
宝
町
地
域
医
療

研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域

の
医
療
機
関
と
連
携
す
る
訪
問

看
護
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
立
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
立
に
向
け
て
研

究
を
進
め
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
に
求
め
ら
れ
る
優
秀
な
医
療

人
材
の
育
成
・
確
保
と
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
超
高
齢
化
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と

在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
、
よ
り

一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

　

合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
に

よ
る
人
口
減
少
対
策
や
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保

育
料
第
２
子
以
降
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
制
度
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
出
産
祝
い
金
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
第
３
子
10
万
円
、

第
４
子
以
降
30
万
円
で
し
た
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
第
２
子
10
万

円
、
第
３
子
20
万
円
、
第
４
子
以

降
30
万
円
と
、
第
２
子
、
第
３
子

を
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
増
額
し
、「
ま

ち
の
宝
」
の
誕
生
を
お
祝
い
し
ま

す
。

結
婚
新
生
活
支
援

　

現
在
実
施
し
て
い
ま
す
「
結

婚
新
生
活
支
援
」
制
度
の
対
象

に
な
ら
な
い
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の

皆
様
に
祝
い
金
と
し
て
３
万
円

を
支
給
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
リ
ッ

ジ
祝
い
金
」
を
創
設
し
、
新
た

な
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す
。

若
者
応
援

　

若
年
層
の
労
働
環
境
を
整
え
、

よ
り
多
く
の
方
に
紀
宝
町
で
働

い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
16
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の

方
が
高
等
学
校
や
大
学
等
を
卒

業
後
、
ま
た
は
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

で
町
内
に
在
住
し
て
地
元
企
業

に
就
職
し
た
場
合
な
ど
に
、
５

か
年
に
わ
た
り
年
額
５
万
円
を

上
限
と
し
て
町
民
税
相
当
額
を

支
給
す
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
若

者
定
住
応
援
金
」
を
創
設
し
、

定
住
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

2023
所信表明

Kiho Town
※この所信表明は令和５年３月１日開催の、第１回
　町議会定例会での、令和５年大綱説明を紹介して
　います。
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所信表明

Kiho Town

る
「
み
ん
な
が
ふ
だ
ん
の
く
ら
し

を
し
あ
わ
せ
に
感
じ
る
ま
ち
へ
」

の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

　

長
期
化
し
て
い
る
物
価
高
騰
に

よ
る
町
民
生
活
の
支
援
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
町
商
工
会
が
発

行
す
る
共
通
商
品
券
を
購
入
時
に
、

５
千
円
分
購
入
で
１
千
円
割
増
、

１
万
円
分
購
入
で
２
千
円
割
増
と

し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
町
民

の
皆
様
の
購
買
意
欲
を
高
め
、
町

内
経
済
の
活
性
化
及
び
消
費
喚
起

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
内
事
業
所
や
町
商
工
会
と
連

携
し
、
新
卒
者
・Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・

移
住
希
望
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

企
業
説
明
会
の
開
催
や
、
地
元
の

高
等
学
校
や
地
元
出
身
者
が
学
ん

で
い
る
大
学
へ
の
企
業
情
報
の
発

信
、
企
業
誘
致
に
向
け
て
の
町
内

適
地
調
査
な
ど
「
雇
用
創
出
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
」
に
取
り
組
み
、
雇

用
の
創
出
・
確
保
に
向
け
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
あ
る
店
舗
等
の

魅
力
及
び
集
客
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
店
舗
の
改
修
や

取
得
費
用
な
ど
を
１
０
０
万
円
を

上
限
に
支
援
す
る
「
店
舗
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
」、
新
た
に
起
業
す

紀宝町地域医療
研修センター

令和４年 10 月に町
全体で地域医療を
充実させていくこ
とを目的に設立し
ました。

給食

昨年度に引き続き、
令和５年度も、保
育 所・ 幼 稚 園・ 小
学校・中学校にお
いて、給食を無償
で提供します。

る
方
に
、
必
要
な
店
舗
の
取
得
や

建
築
工
事
や
改
装
工
事
・
備
品
購

入
、
広
告
宣
伝
な
ど
の
費
用
を

１
０
０
万
円
を
上
限
に
支
援
す

る
「
創
業
支
援
助
成
金
事
業
」
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
、
各
事
業
者

や
起
業
す
る
者
の
支
援
の
充
実
を

図
り
、
町
内
の
商
工
業
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策

に
、
新
た
に
こ
れ
ら
の
施
策
を
加

え
、
充
実
・
発
展
さ
せ
、
今
後
も

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
の
安
全

で
安
心
し
た
暮
ら
し
の
実
現
に
向

け
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
創
生

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
長
期

展
望
と
方
向
性
を
示
す
た
め
、
令

和
４
年
４
月
に
「
第
２
期
紀
宝
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
町
総

合
計
画
と
の
一
体
的
な
施
策
の
展

開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
２
期
の
主
な
施
策
と
し
て

は
、
１
期
目
の
取
り
組
み
を
継

承
・
発
展
す
る
形
で
、
子
育
て
、

移
住
定
住
、
商
工
観
光
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、特
に
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ

移
動
手
段
の
確
保

　
全
国
で
も
多
く
発
生
し
て
い
る

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
お
一
人

様
１
回
に
限
り
、
タ
ク
シ
ー
利
用

券
２
万
円
分
と
町
商
工
会
が
発
行

し
て
い
る
共
通
商
品
券
１
万
円
分

を
支
給
す
る
「
高
齢
者
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
」
を
創
設

し
、
自
主
返
納
に
よ
る
不
便
さ
の

軽
減
や
外
出
機
会
の
創
出
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
で
運
転
免
許

証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
お
け

る
移
動
手
段
を
確
保
し
、
社
会
参

加
の
促
進
、
心
身
の
健
康
増
進
、

介
護
予
防
の
推
進
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
電
動
車
い
す
上
限
14
万

円
・
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
上
限

５
万
円
・
電
動
ア
シ
ス
ト
三
輪
車

上
限
７
万
円
、
三
輪
車
上
限
３
万

円
の
購
入
補
助
を
、
さ
ら
に
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

に
は
補
助
金
額
を
上
乗
せ
し
購
入

を
支
援
す
る
「
高
齢
者
等
お
で
か

け
応
援
電
動
車
等
購
入
補
助
」
を

行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
第
３
次
紀
宝
町
地

域
福
祉
計
画
」
の
基
本
理
念
で
あ

ン
ド
の
強
化
や
、
世
界
遺
産
「
熊

野
古
道
」
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
活
性
化
対
策
、
子
育
て
環

境
の
充
実
等
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
国
は
、
令
和
４
年
12
月
に
現
行

の
総
合
戦
略
に
デ
ジ
タ
ル
の
活
用

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」

を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
総
合
戦
略
に
お
き
ま
し

て
も
、
国
の
総
合
戦
略
を
勘
案
し

改
訂
す
る
必
要
が
あ
り
、
改
訂
の

際
に
は
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
な
か
で
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
か
ら
地
域
の
活
性
化
と

移
住
の
促
進
に
つ
な
げ
、
時
代
の

流
れ
に
適
応
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
施
策
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
ご
対
応
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
的
に
感
染
者
数
は
減

少
し
て
お
り
、
三
重
県
に
お
き
ま
し

て
も
、
本
年
１
月
12
日
に
過
去
最
多
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ウミガメ公園
防災拠点施設

当地域の災害復旧
復興の要となる防
災拠点の早期完成
に向けて整備が進
められています。

　

さ
ら
な
る
支
援
制
度
の
拡
充
、

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委

嘱
に
よ
る
町
内
の
空
き
家
活
用
の

推
進
や
、
移
住
希
望
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
の
ほ
か
、
熊

野
市
、
御
浜
町
と
連
携
し
た
広
域

で
の
出
逢
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
引
き
続

き
各
課
で
横
断
的
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
が
実
施
す
る
住
ま
い

や
仕
事
、
結
婚
、
妊
娠
、
子
育
て

等
と
い
っ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
情
報
や
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
が
本

町
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

「
行
っ
て
み
た
い
」、「
暮
ら
し
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
公
園
防
災
拠
点
施
設

　

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
な
か
、
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る

熊
野
灘
地
域
で
の
救
援
・
救
護
活

動
、
緊
急
物
資
の
輸
送
等
を
迅
速

に
行
う
た
め
、
防
災
拠
点
の
整
備

を
道
の
駅
「
紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公

園
」
に
隣
接
す
る
敷
地
に
お
い
て

国
土
交
通
省
に
よ
り
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
よ
り
安
全
・
安

心
な
道
の
駅
と
す
る
た
め
、
さ
ら

の
５
，４
５
７
人
を
記
録
し
て
以
降
、

減
少
傾
向
で
す
。

　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

の
方
針
に
つ
い
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

と
は
大
き
く
病
原
性
が
異
な
る
変
異

株
が
出
現
す
る
な
ど
の
特
段
の
事
情

が
生
じ
な
い
限
り
、
本
年
５
月
８
日

か
ら
、
５
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
今
後
の

感
染
状
況
を
注
視
し
、
迅
速
か
つ
的

確
に
感
染
防
止
対
策
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
機
会
の
提
供

を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
町
民
の
皆
様
へ

の
生
活
支
援
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
費

用
の
全
額
助
成
、
福
祉
施
設
や
学

校
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対

策
、
自
宅
療
養
者
等
へ
の
生
活
支

援
、
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の

支
援
、
ま
た
、
原
油
価
格
や
電
力
・

ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高
騰

に
対
し
て
、
町
民
生
活
や
地
域
経

済
を
支
援
す
る
町
独
自
の
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
感
染
に
対
す
る
警
戒

を
強
め
、
こ
れ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
に
移
行
す
る
な
か
、
政
府

の
方
針
及
び
感
染
状
況
に
応
じ
た

感
染
防
止
対
策
と
支
援
策
の
実
施

に
最
大
限
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
初
回
接
種

（
１
・
２
回
目
）
が
終
了
し
た
12

歳
以
上
の
方
に
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
並
行
し
て
、
初
回
接
種
、

生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で
の
乳

幼
児
接
種
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
小
児
接
種
に
つ
い
て
も
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
以
降
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
本
年
２
月
22
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
厚
生
労
働
省
の
予
防

接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
に
お
い

て
、
現
行
の
特
例
臨
時
接
種
の
実

施
期
間
を
延
長
し
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
高
齢
者
等
、
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
方
、
及
び
医
療
機
関
や

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
に
対
し

て
１
回
接
種
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
全
て
の
方
に
１
回
接
種
を
行
う

方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
希
望
さ
れ
る
町
民

の
皆
様
に
円
滑
に
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

移
住
・
定
住

　

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

移住相談会

人口減少対策や地
域活性化につなげ
るため、都市部で
の移住相談会に参
加しています。

人
口
減
少
対
策
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
、
近
年
は
都
市
部

に
お
け
る
移
住
相
談
会
へ
の
参
加

や
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
セ
ミ
ナ
ー
、

出
逢
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

各
種
支
援
制
度
の
整
備
な
ど
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
「
住

民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
書
」

か
ら
分
析
し
た
民
間
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、
令
和
元
年
と
令
和
３
年

を
比
較
し
た
30
代
か
ら
40
代
の
転

入
超
過
率
の
改
善
幅
は
、
東
海
４

県
の
市
町
村
の
な
か
で
本
町
が
４

位
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
着
実

に
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
た
成
果

が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」や「
移

住
新
生
活
支
援
」、「
結
婚
新
生
活

支
援
」
な
ど
に
加
え
、「
住
宅
購

入
支
援
」
や
「
空
き
家
改
修
支

援
」、「
奨
学
金
の
返
還
支
援
」
な

ど
支
援
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
し
た

ほ
か
、「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
奨

励
金
制
度
の
新
設
」
や
「
移
住
定

住
支
援
員
の
設
置
」
な
ど
官
民
連

携
に
よ
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て

き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
本
年
１
月

末
時
点
で
本
町
に
移
住
さ
れ
た

方
々
は
、
40
世
帯
66
人
に
の
ぼ

り
、
計
55
件
の
各
種
支
援
制
度
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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に
同
拠
点
内
に
一
時
避
難
場
所
を

確
保
す
る
べ
く
、
防
災
拠
点
施
設

の
建
設
を
進
め
て
お
り
、
令
和
４

年
12
月
に
本
体
工
事
に
着
手
し
、

本
年
10
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
か
ね
て
よ
り
本
町
が
要
望
し

て
い
ま
し
た
整
備
が
着
実
に
進
め

ら
れ
、
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
本
地
域
の
災
害
復
旧
・
復

興
の
要
と
な
る
防
災
拠
点
施
設
の

早
期
完
成
に
向
け
、
さ
ら
に
国
と

の
連
携
を
図
り
、
防
災
機
能
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
飛
雪

の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
と
道
の
駅
「
紀

宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
」
の
両
施
設

を
核
と
し
て
、
町
の
有
す
る
魅
力

的
な
自
然
や
文
化
な
ど
を
積
極
的

に
発
信
し
、
観
光
誘
客
や
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
、
そ
の
効
果
を

町
内
の
観
光
施
設
や
商
業
施
設
に

波
及
さ
せ
て
い
く
た
め
さ
ら
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
・
観
光
業
に
つ
い
て
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
両
施
設
の

指
定
管
理
者
に
よ
る
創
意
工
夫
、

国
、
県
、
町
の
各
種
施
策
な
ど
に

よ
り
、
現
在
は
両
施
設
と
も
に
来

場
者
数
は
順
調
に
回
復
し
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
を
上
回
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
町
と
事
業

者
が
緊
密
に
連
携
し
、
引
き
続
き

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
集
客
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

テ
ン
ト
サ
イ
ト
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

を
整
備
し
た
ほ
か
、
令
和
３
年
５

月
に
は
町
内
の
一
般
国
道
42
号
を

含
む
太
平
洋
岸
自
転
車
道
が
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
」
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
か
か
る
地
域
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
の

駅
「
紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
」
に

シ
ャ
ワ
ー
設
備
及
び
駐
輪
場
の
整

備
を
行
い
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
一

層
の
推
進
、
本
地
域
に
お
け
る
滞

在
環
境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
に
は
、
株
式
会

社
キ
ャ
ニ
オ
ン
ズ
様
が
、
紀
宝
町

を
拠
点
と
し
て
地
域
の
雄
大
な
自

然
を
活
か
し
た
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
観
光
事
業
者
も
増
加
し

て
い
る
な
か
で
、
今
後
も
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し

い
時
代
に
お
け
る
社
会
・
価
値
観

の
変
化
を
予
測
し
、
町
内
の
自
然

と
文
化
に
ふ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
場
・

道
の
駅
・
観
光
及
び
宿
泊
事
業
者

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

キャニオニング

キャニオニングとは、滝壺
にジャンプしたり、天然
ウォータースライダーを下
るなど、さまざまな下降テ
クニックを使って渓谷を下
るスポーツです。

サイクリング

昨年には、自転車愛好
者の交流を深め健康で
安全な地域づくりを目
的にイベントが太平洋
岸自転車道で開催され
ました。

な
ど
と
連
携
し
、「
町
内
で
の
滞
在

型
観
光
」
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
講
じ
、
さ
ら

な
る
集
客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
に
熊
野
尾
鷲
道

路
が
全
線
開
通
す
る
な
ど
、
着
実

に
整
備
が
進
む
近
畿
自
動
車
道
紀

勢
線
の
延
伸
に
伴
い
、
交
通
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
て
お
り
、
大
都
市

圏
か
ら
の
移
動
時
間
も
短
縮
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
に
は
紀
宝
熊
野

道
路
、
新
宮
道
路
が
新
規
事
業
化

さ
れ
、
新
宮
紀
宝
道
路
の
令
和
６

年
秋
の
完
成
が
間
近
と
な
り
、
本

地
域
に
お
い
て
も
紀
宝
熊
野
道
路

事
業
が
進
む
な
か
で
、
町
内
へ
の

休
憩
施
設
の
整
備
要
望
を
行
う
な

ど
、
道
路
整
備
効
果
を
見
据
え
た

商
工
・
観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
振
興
に
取
り
組
み
、
観
光
客
や

交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ

　

総
務
省
が
策
定
し
た
自
治
体

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計
画

で
は
、
自
治
体
に
お
い
て
は
自
ら

が
担
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
り
業
務
の

効
率
化
を
図
り
、
人
的
資
源
を
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
押
印
の
見
直

し
を
行
い
、
窓
口
な
ど
に
提
出
い

た
だ
く
書
類
に
つ
い
て
原
則
押
印

を
廃
止
し
た
ほ
か
、「
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
内
の
「
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
子
育
て
・
介
護

に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や

フ
ォ
ー
ム
作
成
ツ
ー
ル
を
導
入
す

る
な
ど
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
開
設

を
予
定
し
て
お
り
、
行
政
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
手
軽
に
受
け
取
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
と
組
み
合
わ
せ

て
、
例
え
ば
「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

通
知
か
ら
申
し
込
み
手
続
き
ま
で

が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
完
了
す
る
」

と
い
っ
た
、
簡
潔
か
つ
利
便
性
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2023
所信表明

Kiho Town
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巨大地震に備え、
ワークショップを開催

鵜殿地区を津波対策の
モデルとし、住民同士
でのワークショップを
行い、班別の課題など
を話し合いました。

り
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

環
境
衛
生
施
策

　

環
境
衛
生
施
策
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量

化
は
も
と
よ
り
、
分
別
収
集
及
び

資
源
化
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
12
月
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
前
年
同
時
期
と

比
較
い
た
し
ま
し
て
16
ｔ
減
の

２
，
３
１
７
ｔ
、
資
源
化
率
が
前

年
比
で
約
０
・
３
％
増
加
し
約

30
％
で
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

ご
み
分
別
ア
プ
リ
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
７
月
の
導
入
か
ら
７
か

月
で
５
９
５
人
の
皆
様
に
ご
活
用

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
登
録
者
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
分
別
説
明
会
の
開
催
や

可
燃
ご
み
減
量
化
を
目
的
と
し
た

「
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助

金
」
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
を
中

心
に
、
新
た
な
可
燃
ご
み
処
理
施

　
職
場
環
境
に
お
い
て
も
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
ロ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
の

導
入
な
ど
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
、
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
近
年
増
大
し
て
い

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
パ
ソ
コ

ン
や
サ
ー
バ
に
お
け
る
不
審
な
挙

動
を
検
知
し
、
監
視
通
知
す
る
ソ

フ
ト
（
Ｅ
Ｄ
Ｒ
）
を
導
入
す
る
な

ど
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

は
「
人
の
命
が
一
番
」
を
基
本
に
、

災
害
に
お
け
る
被
災
者
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
町
民
各
々
が
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
防
災
意

識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
力
強
化

を
目
的
と
し
て
、
自
助
・
共
助
に

よ
る
地
区
自
主
防
災
組
織
の
活
動

や
町
民
防
災
会
議
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

事
前
防
災
行
動
計
画
（
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
）
の
機
能
向
上
を
目
指

し
、
地
区
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
さ

ら
な
る
拡
充
及
び
津
波
避
難
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
感

染
症
対
策
を
含
め
た
医
療
・
救

護
体
制
を
構
築
し
、
災
害
時
に

必
要
と
さ
れ
る
防
災
資
機
材
及

び
日
用
品
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

町
民
の
身
心
の
安
全
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
避
難
路
整
備
や
地

震
発
生
に
備
え
る
た
め
の
住
宅

耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
、

家
具
固
定
へ
の
支
援
、
火
災
報

知
器
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
も
、

広
く
周
知
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消

防
車
両
の
更
新
計
画
に
基
づ
き
、

紀
宝
町
消
防
団
第
４
分
団
で
配

備
し
て
い
る
水
槽
付
き
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
消
防
団

員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、

近
年
、
女
性
６
名
に
入
団
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
消
防
団
員
の
確

保
の
た
め
、
資
機
材
の
充
実
な

ど
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
行
い
、
さ
ら
な
る
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備

え
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
が
紀
宝

町
の
文
化
と
な
る
よ
う
充
実
を
図

設
の
建
設
に
向
け
た
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和

５
年
度
に
つ
い
て
は
、
策
定
さ
れ

ま
し
た
基
本
計
画
や
生
活
環
境
影

響
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
施
設

の
建
設
、
運
営
に
携
わ
る
事
業
者

の
選
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
、
東
紀
州
環

境
施
設
組
合
を
中
心
に
関
係
５
市

町
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、

令
和
９
年
度
中
の
完
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
年
１
月
末
現
在
、

１
，
３
６
５
基
の
管
理
を
行
い
、

生
活
排
水
の
水
質
改
善
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
町
営
浄
化
槽
の
適
正
管

理
に
努
め
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
・
配
管
補
助
制
度
の
利

用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
若
者

の
定
住
を
進
め
る
た
め
の
設
置
分

担
金
の
軽
減
補
助
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、
水
環
境
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
「
紀
宝
町
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
健
全

な
事
業
運
営
の
確
保
に
努
め
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
も
老
朽
化
し

た
水
道
管
を
順
次
更
新
す
る
な

ど
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供

給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ごみ分別アプリ

ごみの分別方法の
検索や収集日を確
認することができ、
ごみに関する情報
の配信も行ってい
ます。
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人権啓発

人権週間に合わせ主婦
の店パシフィックマー
ケットで実施された街
頭啓発では町人権擁護
委員やカメレンジャー
が活動を行いました。

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

福
祉
医
療
施
策

　

福
祉
医
療
施
策
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
未
就
学
児
が
、

新
宮
市
内
の
医
療
機
関
を
利
用
し

た
場
合
に
お
け
る
「
窓
口
無
料
化
」

の
実
現
に
向
け
、
現
在
、
医
療
関

係
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
年

９
月
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
開
始
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
医
療
費
を
さ
ら
に
18

歳
ま
で
窓
口
無
料
化
が
拡
大
で
き

る
よ
う
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係

者
と
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

お
け
る
令
和
５
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等

を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
長
期

に
わ
た
り
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に

あ
る
な
ど
、
複
雑
化
・
複
合
化
し

た
支
援
ニ
ー
ズ
を
抱
え
な
が
ら
も

必
要
な
支
援
を
受
け
て
い
な
い
方

や
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の

な
か
で
潜
在
的
な
相
談
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
方
を
把
握
し
、
本
人

と
関
わ
る
た
め
の
信
頼
関
係
の
構

築
や
、
つ
な
が
り
の
形
成
に
向
け

た
支
援
を
行
う
な
ど
、
よ
り
丁
寧

鵜殿保育所

防災機能の強化や幼児保
育の充実を図るため整備
を進めていた「鵜殿保育
所」が完成し、本年１月
４日から新しい施設での
保育を開始しました。

な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
困
窮
者
支
援

　

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
三
重
県
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
等
の

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
就
労
支
援
や
緊
急
時
の
食
糧

支
援
を
行
う
な
ど
生
活
困
窮
状
態

か
ら
の
脱
却
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

人
権
施
策

　
人
権
施
策
に
つ
い
て
は
、
人
権

を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
に

伴
う
あ
ら
ゆ
る
課
題
な
ど
に
柔
軟

に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
も
紀
宝

町
人
権
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
そ
の
個
性
や
能
力
が
発
揮
で

き
る
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
福
祉
施
策

　

児
童
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
第
３
期
紀
宝
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
策
定
の
基
礎
資

料
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
、
町

民
の
皆
様
の
子
育
て
支
援
や
少
子

化
対
策
に
関
す
る
生
活
実
態
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
所
施
策

　

保
育
所
施
策
に
つ
い
て
は
、
例

年
各
保
育
所
に
お
い
て
「
保
育
所

に
関
す
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
、
保
護
者
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご

意
見
等
を
踏
ま
え
、「
保
育
所
保

育
指
針
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「
幼

児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
姿
」
を
中
心
に
据
え
た
教

育
・
保
育
、
及
び
各
小
学
校
と
の

連
携
を
図
る
各
種
の
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
等
の
現
状
や
保

育
所
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
保
護
者
等
で
組
織
す
る
「
紀

宝
町
立
保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
に
お
い
て
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
専
門
的
な
相
談
と
継

続
的
な
支
援
を
実
施
す
る
「
紀
宝

町
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

に
お
い
て
、
紀
州
児
童
相
談
所
等

の
専
門
機
関
、子
育
て
関
連
機
関
、

小
・
中
学
校
及
び
町
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
町
全
体
で
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
協
力
体
制
を
強
化
し

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
保

護
者
へ
の
相
談
支
援
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
児
童
虐
待
防
止
等
に

迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
育
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
の

複
合
施
設
「
紀
宝
は
ぐ
く
み
の

森
」
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
と
読
書
活
動
を
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
も
、
会
員

の
増
員
を
図
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

会
員
講
習
会
を
引
き
続
き
開
催
す

る
な
ど
、
地
域
で
子
育
て
を
支
援

で
き
る
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
等

に
よ
り
、
受
け
入
れ
児
童
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
委
託
先
の
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
児
童

の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
図
り
、

児
童
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

保
護
者
の
就
労
支
援
・
子
育
て
支

援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
施
策

　

障
が
い
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
障
害

者
基
本
法
に
基
づ
き
、
本
町
に
お

2023
所信表明
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歯磨き指導

町では、子どもから
高齢者まで健康な歯
を保つために歯科衛
生士による指導を
行っています。

子育て支援

町では、子育ての悩
みや不安を抱える方
のために、保健師な
どによる子育てに関
する相談体制を整え
ています。

高齢者地域見守り隊

高齢者地域見守り
隊は、平成 24 年に
発足した消費者問
題被害防止に努め
ているボランティ
ア団体です。

け
る
障
が
い
者
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
「
紀
宝
町

障
が
い
者
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
る
た
め
、
就
業
支
援
や

地
域
移
行
支
援
に
必
要
な
社
会
資

源
の
確
保
に
向
け
て
、
紀
南
地
域

障
が
い
者
就
業
相
談
セ
ン
タ
ー

「
カ
ラ
ー
ズ
」
と
の
連
携
強
化
や
、

社
会
福
祉
法
人
等
へ
の
働
き
か
け

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
施
策

　

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
お
い
て
老
人
福
祉
法

に
基
づ
き
、
本
町
に
お
け
る
高
齢

者
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
「
第
７
次
紀
宝
町
高
齢

者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
見
守
り
体
制
の
整

備
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
、
地

域
で
支
え
合
う
見
守
り
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令

和
７
年
を
目
途
に
、
高
齢
者
の
尊
厳

の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
の
目
的

の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
お
け
る
特
定
健
診

事
業
に
つ
い
て
は
、
加
入
さ
れ
て

い
る
方
の
病
気
の
予
防
や
早
期
発

見
を
図
り
、
医
療
費
の
適
正
化
や

医
療
保
険
制
度
の
健
全
化
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
令
和
５
年
度
に
は
、
健
康
意

識
の
機
運
を
高
め
る
取
り
組
み
と

し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
特
定
健
診
を
受
診
し
た
加
入

者
を
対
象
に
、
抽
選
で
町
商
工
会

が
発
行
す
る
共
通
商
品
券
が
当
た

る
「
特
定
健
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
、
受
診
率
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
加
入
者
の
さ

ら
な
る
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
施
策

　

健
康
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
・
出
産
期
か
ら
、
子
育

て
期
、
成
人
期
、
高
齢
期
ま
で
、

全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
健
康

づ
く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
相

談
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
を
継
続
し
、
一
人

ひ
と
り
の
実
情
に
応
じ
た
産
前
産

後
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
提
供
、
産
後

ケ
ア
事
業
な
ど
、
各
種
支
援
事
業

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
が
示
す
「
伴
走
型

相
談
支
援
及
び
出
産
・
子
育
て
応

援
給
付
金
の
一
体
的
実
施
事
業
」

に
基
づ
き
、
相
談
支
援
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金
を
円
滑
に
支
給
し
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、

妊
産
婦
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か

い
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
不
妊
症
で
悩
む
夫
婦
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
遠
方
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
る
際
の
、
通
院

に
要
し
た
交
通
費
及
び
宿
泊
費
を

助
成
す
る
町
単
独
事
業
「
紀
宝
町

不
妊
治
療
支
援
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
成
人
期
の
方
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
る
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
糖
尿
病
糖
負
荷
検
査
や
血
液

検
査
、
各
種
健
康
教
育
等
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
期
の
方
に
つ
い
て
も
、
介

護
予
防
事
業
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
各
種
運
動
教
室
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
・
バ
ラ

ン
ス
様
と
連
携
し
た
体
験
ト
レ
ー

相野谷診療所

相野谷診療所では、引
き続き地域の実情に
合わせた診療体制の
強化を図り、命と健康
を守る、充実した取り
組みを進めます。
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藤崎町との交流

平成 29 年から特産品
を中心とした「ローカ
ル・トゥ・ローカル新
連携プロジェクト」が
青森県藤崎町と行われ、
交流を深めています。

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

介護予防事業

介護予防事業の１つとし
て開催されている、チェ
アエクササイズの様子で
す。ほかにも、さまざま
な介護予防の取り組みが
展開されています。

健康チェックフェス

自身の健康につい
て意識を高めても
らうため、成人期
の方を対象とした
さまざまな健診を
実施しています。

ふるさと納税

町では、柑橘類や
米、 肉、 海 産 物 な
どのさまざまな町
の特産品を返礼品
として、取り扱っ
ています。

ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
介
護

予
防
の
啓
発
・
周
知
と
あ
わ
せ
、

高
齢
者
の
皆
様
の
自
主
的
な
取
り

組
み
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
健
康
に
関
連
す

る
取
り
組
み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
抽
選
で
賞
品
が

当
た
る
「
み
ら
い
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
町
民

の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
、

高
齢
者
の
健
康
上
の
不
安
を
取
り

除
き
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自

立
し
て
生
活
が
で
き
る
期
間
を
延

伸
す
る
た
め
、「
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介

護
保
険
・
健
康
づ
く
り
等
に
関
わ

る
部
署
が
連
携
し
、
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た

分
析
を
行
い
、
地
域
の
健
康
課
題

を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
支
援

す
べ
き
対
象
者
の
皆
様
へ
の
個
別

支
援「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」

や
、
各
地
区
で
実
施
す
る
介
護
予

防
運
動
教
室
な
ど
の
通
い
の
場
に

お
い
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
等
が
積
極
的
に
健
康

教
育・健
康
相
談
を
行
う「
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
ど

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、「
紀
宝
町
歯
科
保
健
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
」
に
お
い
て
企
画
検
討

を
行
い
、
生
涯
に
わ
た
る
歯
と
口

腔
の
健
康
に
関
す
る
取
り
組
み
を

計
画
・
実
施
し
、
生
活
の
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

相
野
谷
診
療
所

　

相
野
谷
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
診
療
体
制
の
強
化
を
図
り
、
地

域
に
愛
さ
れ
る
診
療
所
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
の

命
と
健
康
を
守
る
、
充
実
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
経
済

活
動
が
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
「
紀

の
宝
商
品
券
事
業
」
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
支
援
と
地
域

経
済
の
回
復
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
か
ら
町

の
産
業
振
興
と
寄
附
額
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
株
式
会
社
じ
ゃ
ば
ら

い
ず
北
山
様
と
業
務
委
託
契
約
を

締
結
し
、
現
在
、
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
当

初
に
お
い
て
は
寄
附
額
を
３
，
５

０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
返
礼
品
の
拡
充
や
取
扱
い
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
本
年
１
月
末
現
在

で
約
７
，
６
０
０
万
円
の
寄
附
が

集
ま
り
、
歳
入
見
込
額
を
大
幅
に

上
回
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
新

た
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
取
扱
い
サ

イ
ト
の
追
加
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等

へ
の
広
告
掲
載
、
都
市
部
で
行
わ

れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
紹
介
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
、
本
町
の
特
産

品
に
つ
い
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

出
品
者
の
皆
様
や
委
託
業
者
様
と

連
携
を
密
に
し
、
魅
力
あ
る
特
産

品
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
寄
附
額
拡
大
に
向
け
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
を
中
心
と
し

た
、「
ロ
ー
カ
ル
・
ト
ゥ
・
ロ
ー

カ
ル
新
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

も
と
、
交
流
を
深
め
て
い
る
青
森

県
藤
崎
町
と
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
両
町
の
道
の
駅

や
町
祭
な
ど
で
の
物
産
販
売
を
は

じ
め
、
お
互
い
の
特
産
品
を
活
用

し
た
商
品
開
発
な
ど
、
両
町
の
産

業
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

農
業
施
策

　

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
町

に
お
け
る
今
後
の
農
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
様
を
中

心
に
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関

等
と
官
民
一
体
と
な
り
、
担
い
手

や
耕
作
放
棄
地
等
の
様
々
な
課
題

に
対
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
法

定
化
に
伴
う
地
域
計
画
」
の
策
定

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
効
率
的

な
農
地
集
積
を
行
い
、
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
る
な
ど
、
さ
ら
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
へ
の
支
援
施
策

と
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に
コ
ロ

ナ
下
に
お
い
て
厳
し
い
経
営
状
況

や
物
価
高
騰
の
状
況
を
鑑
み
、
経

営
継
続
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
販
路
拡
大
や
高
品

質
化
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
柑
橘
振

興
対
策
や
、
小
規
模
農
家
の
方
々

に
も
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を
、
国
、

県
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
三

重
県
に
実
施
い
た
だ
い
た
桐
原
地

区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
は
、

令
和
４
年
３
月
か
ら
各
戸
へ
の
給

水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

早
速
、
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
す
る

な
ど
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
農
業
生
産

条
件
等
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、
農
業
生
産
基
盤
と
そ
の

機
能
の
発
揮
に
不
可
欠
な
農
村
生

活
環
境
の
整
備
を
一
体
的
に
実
施

し
、
農
業
農
村
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
三
重
県
に
実

施
い
た
だ
い
て
い
る
「
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
紀
宝
中
部

２
期
地
区
」
で
は
、
農
業
用
排
水

路
施
設
改
修
工
事
及
び
測
量
設
計
、

集
落
道
整
備
、
農
道
整
備
な
ど
、

計
13
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
事
業
実
施

を
目
標
と
し
て
、
施
工
箇
所
の
取

り
ま
と
め
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
農
業
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
三
重
県
や
関
係
機
関
の

方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
、
円
滑

に
事
業
が
進
捗
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

獣
害
対
策

　

獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、「
有

害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
」
の
支
給
等

に
よ
る
猟
友
会
の
方
々
に
対
す
る

支
援
や
、
農
地
へ
の
獣
害
柵
の
設

置
に
よ
る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
先
進
地
事

例
や
各
専
門
家
に
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
本
町
の
地
域
特
性
に
適

し
た
手
法
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

林
業
施
策

　

林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
三

重
県
が
行
う
「
治
山
事
業
」
に
お

い
て
、
浅
里
地
区
地
滑
り
箇
所
の

復
旧
対
策
を
は
じ
め
各
地
区
の
落

石
、
山
腹
崩
壊
対
策
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
事
業
と
し
て
は
、
経
営
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
森
林
へ
の
対

策
と
し
て
「
森
林
経
営
管
理
制

度
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま

た
、
町
民
の
森
林
に
関
す
る
関
心

を
高
め
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
を
保
全
し
、
山
地
災
害
の
抑
止

に
努
め
る
た
め
、
間
伐
や
支
障
木

伐
採
等
の
森
林
整
備
、
公
共
施
設

の
木
材
利
用
、
木
の
良
さ
の
普
及

啓
発
等
に
つ
い
て
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
及
び
「
み
え
森
と
緑
の
県

民
税
」
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

紀宝町の柑橘

町内では、温暖な気候と
土地条件を活かし、年中
みかんが採れる地域とし
て、温州みかんや不知火
など、さまざまな品種が
栽培されています。

井
内
工
業
団
地

　

井
内
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
か
ら
操
業
い
た
だ
い
て

い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
電
材
三
重
株
式

会
社
様
の
紀
宝
工
場
が
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
さ
れ
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
製
造
で
は
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
雇
用

者
数
も
地
元
採
用
も
含
め
順
調
に

増
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策

　　

町
内
事
業
者
の
側
面
支
援
と

し
て
は
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

安
定
等
の
た
め
、
融
資
を
受
け
た

場
合
の
利
子
の
一
部
補
助
や
、
地

域
に
根
ざ
し
た
「
起
業
・
創
業
」

へ
の
支
援
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、「
地

元
の
雇
用
を
守
る
」、「
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
」
の
２
枚
看
板
を

掲
げ
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、

新
た
に
「
雇
用
創
出
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
」
関
連
施
策
を
創
設
し
、
少

子
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
求
人
を

行
っ
て
も
応
募
が
少
な
い
と
い
っ

た
地
元
企
業
の
課
題
や
、
企
業
誘

致
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
、
既

存
店
舗
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
創
業

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
町
商
工
会

や
町
内
商
工
業
者
の
皆
様
と
連
携

井内工業団地

パナソニックエレ
クトリックワーク
ス電材三重株式会
社が令和３年４月
から本格稼働され
ています。
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次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

空家等対策

本年１月に「空家対策
プロジェクトチーム」
を設置。空家等の実態
把握、利活用、特定空
家等に対する措置の
検討などを進めます。

一般国道 42 号
新宮紀宝道路

平成 30 年度から工
事着手され、令和６
年秋の開通に向け、
事業が進められて
います。

和
４
年
度
に
引
き
続
き
法
面
改

良
工
事
や
橋
梁
修
繕
、
舗
装
工

事
な
ど
を
実
施
し
、
利
用
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

林
道
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

水
産
振
興

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
漁
場
の
整
備
と
し
て
井

田
地
区
沖
に
「
つ
き
い
そ
整
備
」

を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
継
続

へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

の
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
、
漁
業
者
の

所
得
向
上
や
後
継
者
問
題
等
を
解

消
す
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
県
営
の
藻
場
造
成
事
業
等
を

活
用
し
た
漁
場
整
備
に
つ
い
て
、

漁
業
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
と
連

携
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

基
盤
整
備
施
策

　

基
盤
整
備
施
策
に
つ
い
て
は
、

国
事
業
で
あ
る
「
一
般
国
道
42
号

新
宮
紀
宝
道
路
」、「
一
般
国
道
42

号
紀
宝
熊
野
道
路
」
は
着
実
に
事

業
が
進
捗
し
て
お
り
、
新
宮
紀
宝

道
路
の
令
和
６
年
秋
の
開
通
、
紀

宝
熊
野
道
路
の
早
期
工
事
着
手
に

向
け
、
引
き
続
き
本
町
が
加
盟
す

る
各
同
盟
会
、
協
議
会
に
お
い

て
、
国
や
県
、
関
係
機
関
に
要
望

を
行
い
、
緊
密
な
連
携
の
も
と
事

業
進
捗
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
国
管
理
河
川
で
あ
る
熊

野
川
に
つ
い
て
は
、「
新
宮
川
水

系
（
熊
野
川
）
河
川
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る

浸
水
被
害
軽
減
対
策
と
し
て
、
河

道
掘
削
等
を
実
施
し
て
い
く
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
熊
野
川
・

相
野
谷
川
の
総
合
的
な
治
水
対
策

を
継
続
し
て
実
施
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
相
野
谷
川
未
整
備
護
岸
の

早
期
工
事
着
手
、
ま
た
掘
削
し
た

砂
利
に
つ
い
て
は
、
井
田
海
岸
侵

食
対
策
に
養
浜
材
と
し
て
有
効
活

用
す
る
な
ど
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
三
重
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
道

路
事
業
で
は
県
道
紀
宝
川
瀬
線
の

現
道
拡
幅
事
業
、
河
川
事
業
で

は
、
神
内
川
の
大
規
模
改
修
事
業

等
、
各
事
業
を
継
続
し
て
実
施
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
浅
里
地
区
に
お
け
る

県
道
小
船
紀
宝
線
の
交
互
通
行
が

困
難
な
狭き

ょ
う
あ
い隘
箇
所
を
迂
回
す
る
バ

イ
パ
ス
整
備
等
の
道
路
事
業
や
、

神
内
・
鵜
殿
地
区
の
浸
水
対
策
に

寄
与
す
る
神
内
川
の
大
規
模
改
修

事
業
等
の
河
川
事
業
、
井
田
海
岸

養
浜
対
策
の
調
査
・
研
究
及
び
現

対
策
工
事
の
継
続
等
の
海
岸
・
港

湾
事
業
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
と

と
も
に
、
県
、
関
係
各
位
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
、
事
業
進
捗
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
の
計
画
と
し
て
、
道
路
改

良
工
事
で
は
町
道
相
野
口
永
田

線
ほ
か
６
路
線
を
、
橋
梁
修
繕

工
事
で
は
成
川
地
区
の
古ふ

る
は
し橋

ほ

か
４
橋
、
並
び
に
２
巡
目
点
検

が
完
了
し
た
１
４
５
橋
の
長
寿

命
化
修
繕
計
画
策
定
を
、
排
水

路
改
良
工
事
で
は
町
道
姥う

ば
が
ふ
と
こ
ろ

ケ
懐

線
ほ
か
15
路
線
を
、
舗
装
工
事

で
は
町
道
成
川
神
内
線
ほ
か
４

路
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
有
効
な
各
種
交
付

金
、
補
助
事
業
を
活
用
し
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
道
路
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
空
家
等
対
策

　
空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
家
」
等
が
、
防
災
、
衛
生
、

景
観
等
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
紀
宝
町
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
合

わ
せ
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
や
関
係
諸

法
令
に
基
づ
き
講
じ
る
措
置
の
ほ

か
、
町
内
に
お
け
る
空
家
等
対
策

に
つ
い
て
検
討
、
協
議
を
行
い
、

空
家
等
対
策
の
施
策
を
円
滑
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
１

月
10
日
に
「
紀
宝
町
空
家
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
お
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
た
空
家
等
の
実
態
把

握
、
空
家
等
の
利
活
用
の
検
討
、

ま
た
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置

の
検
討
な
ど
を
進
め
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
を
守
り
、
安
全
・
安

心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
施
策

　

本
町
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

は
、「
紀
宝
町
教
育
大
綱
」
に
基

づ
き
、
教
育
、
学
術
、
及
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

沿
っ
た
「
対
話
的
、
協
働
的
で
、

深
ま
り
の
あ
る
学
び
」
の
実
現
に

向
け
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
た
な

か
で
の
公
開
授
業
研
究
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
学
校
が
全

校
体
制
で
授
業
改
善
の
た
め
の
研

修
を
継
続
す
る
仕
組
み
を
確
保

2023
所信表明

Kiho Town
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芸能発表会

生涯学習事業の一環とし
て、町文化協会は音楽や
舞踊など、芸能を愛する
方々の日ごろの練習の成
果を披露する「芸能発表
会」等を開催しています。

電子黒板を
活用した授業

GIGA スクール構想に
よりすべての普通教室
に電子黒板等が整備さ
れ、さまざまな授業で
活用されています。

幼
児
教
育

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、「
幼

稚
園
教
育
要
領
」
に
示
さ
れ
て
い

る
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
に
沿
っ
て
、

町
教
育
委
員
会
、
福
祉
課
及
び
町

内
各
小
学
校
が
連
携
し
、「
学
び

の
基
礎
力
の
育
成
」
と
い
う
視
点

の
も
と
で
、
今
後
さ
ら
に
幼
児
期

の
教
育
と
児
童
期
の
教
育
と
の
円

滑
な
接
続
が
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
核
家
族
化
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
、
及
び
就
労
形
態
の
多

様
化
な
ど
に
よ
る
保
護
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
長
期
休
業
中
に
つ
い

て
も
、
預
か
り
保
育
を
最
長
午
後

６
時
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
も
、
幼
児
を
と
り
ま
く

生
活
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

石
川
県
中
能
登
町

　

中
能
登
町
と
の
交
流
事
業
に

つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

及
び
教
職
員
が
継
続
的
に
相
互
に

訪
問
し
合
い
、
友
好
と
親
睦
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
現
在
は
一
時
中
断
し
て
お

り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
交
流
を
再
開
し
、
競

技
力
の
向
上
や
授
業
力
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

外
国
語
教
育

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
活

動
、
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
や
小
学
校
低
学
年
に
お
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
か

で
、
幼
少
期
か
ら
生
き
た
英
語
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
に
身

に
つ
く
効
果
的
な
英
語
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

放
課
後
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル

　
「
放
課
後
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」

に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
に
お
い

て
放
課
後
自
主
学
習
に
取
り
組
む

場
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た
自
主

的
な
学
習
習
慣
の
定
着
に
向
け
て
、

今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
休
業
中
に
お

け
る
、「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
や

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
継

続
開
催
し
、
児
童
が
自
主
的
、
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
の

育
成
と
、
個
に
応
じ
た
学
習
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
身
近
な
科
学
を
体
験
す
る
「
サ

し
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学

び
と
、
さ
ら
な
る
学
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
が
毎
年
実
施
す
る
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
お

い
て
は
、
年
に
よ
っ
て
多
少
の

変
化
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
全

国
平
均
並
み
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
今
後
も
「
紀
宝
町
学
力

向
上
推
進
協
議
会
」
を
核
と
し

て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

学
ぶ
喜
び
を
実
感
し
、
学
び
に

向
か
う
姿
勢
の
向
上
と
、
学
力

向
上
、
そ
し
て
よ
り
豊
か
な
学

び
を
保
障
す
る
た
め
、
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
１
人
１
台

の
学
習
端
末
は
、
全
て
の
小
・

中
学
校
に
お
い
て
、
日
常
的
に

積
極
的
な
活
用
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
令
和
４
年
度
に
は
、

す
べ
て
の
普
通
教
室
に
電
子
黒

板
等
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
教
育
実
践
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

中能登町との交流

姉妹町である石川県中
能登町とは、町祭での
物産販売や教職員同士
の交流など、引き続き
さまざまな交流を図っ
ていきます。

二
は た ち

十歳を祝う会

成年年齢が引き下
げられたことによ
り名称を変更し、令
和５年「二十歳を
祝う会」が開催さ
れました。
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町立図書館

学生や子育て支援セン
ターを利用する親子など、
幅広い世代の方に利用い
ただいています。さまざ
まな講演会なども定期的
に開催しています。

サイエンススクール

さまざまな実験を通し
て、科学の不思議さに
ふれ、親しみを持って
もらえるようにサイエ
ンススクールを開催し
ています。

イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
引
き
続

き
開
催
し
、
科
学
へ
の
興
味
・
関

心
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会

　
各
種
活
動
に
お
け
る
、
学
校
と

地
域
、
保
護
者
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
各
小
・
中
学
校
区
に
設
置

し
た
「
学
校
運
営
協
議
会
制
度
」

を
活
用
し
、
と
も
に
連
携
・
協
働

す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
成
長
を
支
え
る
、「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
宝
町
立
小
・
中
学
校

の
規
模
の
適
正
化
・
適
正
配
置
に

係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
各

「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
お
い
て
、

学
校
教
育
の
直
接
の
受
益
者
で
あ

る
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
十
分
な
協
議
の
機

会
を
確
保
し
つ
つ
、
少
子
化
に
伴

う
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
諸
課
題

等
に
つ
い
て
整
理
し
、
望
ま
し
い

学
校
規
模
と
適
正
配
置
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

二は

た

ち
十
歳
を
祝
う
会

　
民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で
は

従
来
ど
お
り
「
成
人
式
」
を
20
歳

を
迎
え
る
年
度
内
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
名
称
を
「
二
十
歳
を
祝

う
会
」
と
改
め
、
輝
け
る
未
来
へ

の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業

　

生
涯
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
講
座
「
ま
な
び
の
学
級
」

や
「
町
文
化
協
会
」、「
町
公
民
館

連
絡
協
議
会
」、「
町
青
少
年
健
全
育

成
町
民
会
議
」、「
学
校
支
援
本
部

元
気
キ
ッ
ズ
」、「
ま
な
び
ボ
ラ
ン

チ
」
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
感

染
防
止
対
策
を
行
う
な
か
で
、
徐
々

に
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
む
生
涯
学
習
を

進
め
る
た
め
、
地
域
の
人
的
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
学
習
や
活

動
の
機
会
が
十
分
保
障
で
き
る
よ
う

企
画
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
財

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
、
町
内
の
指
定
文
化

財
等
を
解
説
し
た
小
冊
子
「
紀
宝

町
の
文
化
財
」
と
町
指
定
文
化
財

「
京

み
や
こ
の
じ
ょ
う
せ
き

城
跡
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

新
た
に
制
作
し
ま
し
た
。

　
町
文
化
財
に
対
す
る
理
解
の
促

進
や
、
文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
の
資
料
と
し
て
ご
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
みやこのじょうせき

城跡を見学

写真は、町指定文化財で
ある京城跡を相野谷中学
校の地域の史跡を学ぶ取
り組み「京城を学ぶ」と
いう授業の一環で、行わ
れた学習活動の様子です。

サマースクール

長期休業中に児童が
自主的、主体的に学
習に取り組む姿勢の
育成と１人ひとりに
応じた学習の支援を
行っています。

図
書
館
事
業

　

図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
施

設
「
紀
宝
は
ぐ
く
み
の
森
」
に
お

い
て
、
セ
ン
タ
ー
利
用
者
や
小
・

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の
幅
広
い
世
代
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
移
動
図
書
館
事
業
や
小

学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
老
人

介
護
施
設
な
ど
へ
の
定
期
的
な
図

書
の
貸
出
な
ど
、
き
め
細
や
か
で

機
動
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
、
各
関
係
機
関

と
も
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
活
動
の
推
進
や
子

育
て
支
援
に
取
り
組
む
な
ど
、
地

域
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社
会
体
育
事
業

　

社
会
体
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
運
動
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
を
開
催
し
、
運
動
を
通
し
て

町
内
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
の
相
互
交
流
を
深
め

健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
予
算
に
つ
い
て
は
、
来
月
発
行

　
の
広
報
き
ほ
う
５
月
号
で
紹
介

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2023
所信表明

Kiho Town
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投票区 投票所の名称 投票時間
第１ 桐原生活改善センター 午前７時～午後６時

第２ 高齢者生産活動センター（平尾井） 午前７時～午後７時

第３ 大里多目的集会施設 午前７時～午後７時

第４ 高岡防災センター 午前７時～午後７時

第５ 鮒田構造改善センター 午前７時～午後７時

第６ 北檜杖多目的集会施設 午前７時～午後６時

第７ 旧矢渕中学校浅里分校 午前７時～午後６時

第８ 中村多目的集会施設 午前７時～午後７時

第９ 成川生活改善センター（下地） 午前７時～午後７時

第 10 神内構造改善センター 午前７時～午後７時

第 11 上野農事集会所 午前７時～午後７時

第 12 井田公民館 午前７時～午後７時

第 13 鵜殿地域交流センター 午前７時～午後７時

投票は 明るい未来を 築くかぎ

４月９日は、
三重県議会議員選挙の投票日です

Information　町選挙管理委員会

　今回の三重県議会議員選挙からは、これまでの
「熊野市・南牟婁郡選挙区（定数２人）と「尾鷲市・
北牟婁郡選挙区（定数２人）」が合区され、「東紀
州選挙区（定数３人）」として選挙を行います。
※東紀州選挙区：尾鷲市・熊野市・紀北町・
　　　　　　　　御浜町・紀宝町

◆投票できる方
【年齢要件】紀宝町の選挙人名簿に登録された平成
17 年４月 10 日以前に生まれた方

【住所要件】令和４年 12 月 30 日以前から、引き
続き３か月以上、紀宝町に住民登録されている方

◆投票日および投票時間
　投票日当日は、各投票所とも午前７時から投票
できます。投票所により閉鎖する時刻が異なりま
すので、ご注意ください。

◆期日前投票
　投票日当日に仕事や旅行などで投票できない方
は、「期日前投票」ができます。

【期間】４月１日（土）～４月８日（土）
　　　 午前８時 30 分から午後８時まで

【場所】鵜殿地域交流センター

◆不在者投票
　入院または施設に入所されている方、身体に
重度の障がいのある方、仕事や学校などで町外
に住んでいる方は、以下のとおり「不在者投票」
ができます。

【病院や施設での不在者投票】
　　指定された病院や施設に入院（入所）中の

方は、その施設内で投票することができます。
院長または施設長にお申し出ください。

【郵便による不在者投票】
　　身体に重度の障がいのある方で、要件を満

たして「郵便投票証明書」の交付を受けた方は、
自宅で投票をすることができます。

【滞在地での不在者投票】
　　紀宝町に住所があり選挙人名簿に登録され

ている方のうち、町外に滞在している方は、
事前に請求をすれば、滞在先の市区町村の選
挙管理委員会で投票することができます。

◆投票所入場券の発送
　投票所入場券は、住民登録がある住所へ発送し
ます。住民登録と現住所が異なっている方は、入
場券が届かない場合があります。また、投票所入
場券がなくても、選挙人名簿に登録があり、当日
選挙権があれば投票できます。

◆開票の日時・場所
【日時】４月９日（日） 午後８時 10 分から
【場所】  紀宝町生涯学習センター「まなびの郷」

▶詳しくは、紀宝町選挙管理委員会（役場総務
課内☎３３―０３３３）まで、お問い合わせく
ださい。
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町監査委員に

川
か わ ら だ

原田 規
の り や す

泰氏が選任されました

Information　役場総務課

　２月 16 日に開催された令和５年第１回紀宝町議会臨時会において、町議会議員から選ばれる監査
委員として、川原田規泰氏が選任されました。
　任期は、令和５年２月 16 日から議員の任期である令和９年２月９日までの４年間です。
▶詳しくは、役場総務課（☎３３－０３３３）までお問い合わせください。

◆ベルマーク運動とは
　ベルマーク運動はすべての子どもに等しく、豊
かな環境のなかで教育を受けさせたいという願い
から、1960 年に始まりました。
　協賛会社の対象商品についているベルマーク１
点を１円で換算して、教材や備品と交換できます。
　さらに、交換したものの代金の 10％がベルマー
ク財団に援助金として寄付され、その援助金で災害
被災学校や特別支援学校などの援助をしています。
　ベルマーク運動には、「自分たちの教育環境づく
り」と「教育援助」という２つの機能があります。

▶詳しくは、町教育委員会（☎３３－０３４１）
までお問い合わせください。

子どもたちが豊かな環境のなかで教育を受けられるために

町内の教育機関などでベルマークを集めています

Information　町教育委員会

　町内の教育機関などでは、教育環境の改善に役
立てるため、ベルマークを収集しています。
　これまでに集めたベルマークで、一輪車や掃除
機、ＣＤラジカセなどの教材や備品・図書を購入
しました。
　以下の教育機関などでベルマークを回収してい
ますので、ご協力をお願いします。

【回収場所】　
　まなびの郷　　　うどの幼稚園
　相野谷中学校　　相野谷小学校

※回収方法などは、各回収場
　所にてご確認ください。

ベルマークで
交換した一輪車

一番近いバス停から目的地までの利用路線と乗
降時刻が表示されます。
　町民バスを利用する際は、ぜひご活用ください。

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。

利便性の向上に向け

町民バスの路線が「Google マップ」で検索可能に

Information　役場企画調整課

　町内の移動手段の１つである町民バスは、利
便性向上に向け、「Google マップ」で路線検索
が可能になりました。
　パソコンやスマートフォンなどから「Google 
マップ」アプリを起動し、現在地または乗車し
たい場所から目的地までの経路検索を行うと、
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・開示請求にかかる手数料など
　現在と同様、開示請求にかかる手数料は無料とし、
写しの交付時にコピー代などを負担していただきます。
・自己情報開示決定などの期限
　法は請求日から 30 日以内に決定する旨を定め
ており、町ではこの期間内において速やかに決定
を行うよう努めます。
・個人情報ファイル簿の作成・公表
　1,000 人を超える方の個人情報を取り扱うファ
イルについて、新たに個人情報ファイル簿の作成・
公表を行います。
・個人情報保護委員会による監視
　国の機関である個人情報保護委員会は、個人情
報の適正な取扱いを確保するために必要な場合は、
町に対して実地調査などを行うことができます。
▶詳しくは、役場総務課（☎３３－０３３３）ま
でお問い合わせください。

「紀宝町個人情報の保護に関する法律施行条例」を制定

個人情報保護制度が変わります

Information　役場総務課

　個人情報の保護に関する法律が改正され、地方
公共団体などの個人情報保護制度についても、４
月１日から改正後の法律（以下「法」という。）が
適用されます。
　これに伴い、町では「紀宝町個人情報保護条例」
を廃止し、新たに法の施行に必要な事項を規定す
る「紀宝町個人情報の保護に関する法律施行条例」
を制定しました。
　現在の個人情報保護制度と新たな制度では、町
の個人情報の保護水準が変わることはありませ
ん。引き続き、個人情報の適正な取扱いに努めて
いきます。

◆個人情報保護制度の主な見直し内容
• 自己情報の開示請求
　現在と同様、本人のほか、法定代理人や本人の
委任による任意代理人による請求が可能です。

まちのために、一緒に働きませんか

紀宝町フルタイム会計年度任用職員（一般事務）を募集

Information　役場総務課

◆申込方法
　役場総務課窓口、または町ホームページにて
募集要項および申込書兼履歴書を入手し、必要
書類を持参または郵送にて提出してください。
◆受付期限
　４月 13 日（木）まで（土・日曜・祝日を除く、
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。郵送の場
合は書留とし、４月13日（木）午後５時15分必着。）
◆試験の日時、会場
　【日時】４月 23 日（日）  午前９時開始
　【会場】役場本庁舎
　【内容】筆記試験（択一式）、作文試験、面接試験
▶受験の提出書類や給与、服務など、詳しくは役場総
務課（☎３３―０３３３）までお問い合わせください。

◆職種
　一般事務
◆採用人員
　１名程度
◆採用予定日
　令和５年６月１日
◆受験資格
　①昭和 58 年４月２日以降に生まれた方
　②令和５年３月１日現在において、受験者本
　　人が紀宝町に住所（住民登録）を有する方
　③地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当しな
　　い方
◆受付場所
　紀宝町役場総務課　紀宝町鵜殿 324 番地
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愛犬のためにあなたができること

狂犬病予防注射と畜犬登録のお知らせ

Information　役場環境衛生課

　犬を飼っている方は、狂犬病予防法により、そ
の犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を行うこ
とが義務づけられています。
　令和５年度の狂犬病予防注射、および畜犬登録
を右記のとおり実施しますので、この機会にご利
用ください。また、犬の死亡、飼い主の住所・氏
名が変わったなど登録事項が変更になったとき
は、届け出をお願いします。

◆対象　生後 91 日以上の飼い犬
◆料金（１頭あたり）
　【登録済の犬】　３, ４００円
　（注射料 2,850 円 + 注射済票 550 円）
　【未登録の犬】　６, ４００円
　（注射料など 3,400 円 + 登録料 3,000 円）
　※なるべくおつりのいらないよう、ご用意く
　　ださい。

▶詳しくは、役場環境衛生課（☎３３－０３３８）
までお問い合わせください。

日程 時　　間 場　　所

４
月
12
日
㈬

　８: ５０ ～　９: ０５ 桐原生活改善センター

　９: １５ ～　９: ２０ 阪松原生活改善センター

　９: ３０ ～　９: ４０ 平尾井生産活動センター

　９: ５５ ～１０: ０５ 大里多目的集会施設

１０: ２０ ～１０: ２５ 旧ＪＡ高岡出張所前県道

１０: ４０ ～１０: ５０ 鮒田構造改善センター

１１: １０ ～１１: １５ 北桧杖多目的集会施設

１１: ３０ ～１１: ３５ 旧ＪＡ浅里出張所

１３: １０ ～１３: ３０ 就業改善センター（旧役場分庁舎）

１３: ４０ ～１４: １０ 飯盛多目的集会施設

１４: ２０ ～１４: ５０ 神内構造改善センター

４
月
13
日
㈭

　９: １０ ～　９: ３０ 町民バス駐車場（下り場）

　９: ４０ ～１０: １０ 井田公民館

１０: ２５ ～１０: ５５ 上野農事集会所（つどい館）

１１: １０ ～１１: ３０ 鵜殿長谷集会所

１３: １０ ～１３: ５０ 鵜殿駅自転車置場

１４: ００ ～１４: ２５ 役場本庁舎裏

◆狂犬病予防注射実施日時

【対象者】
　経済的な理由により生活が困窮していると認め
られる児童・生徒の保護者

【申込方法】
　小・中学校および町教育委員会に備え付けの申
込用紙に必要事項を記入し、学校へ提出

【申込期限】４月 28 日（金）
▶詳しくは、町教育委員会（☎３３－０３４１）
までお問い合わせください。

子どもたちが安心して学べる環境づくりを支援します

ご存知ですか？「就学援助費」制度

Information　町教育委員会

　就学援助費制度とは、経済的な理由により就
学が困難と認められる児童・生徒について、学
用品や学校給食費、修学旅行費などの費用の全
部または一部を援助する制度です。
　小・中学校に在学中、または今春入学する児童・
生徒のご家庭で、受給を希望される方は、町教
育委員会まで申請してください。
　なお、すでに新入学児童生徒学用品費を受給
されている方も忘れずに申請してください。
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子育て、介護などの業務が対象

オンライン申請が利用できます

Information　役場福祉課ほか

　町では、行政手続きにおける利便性の向上を図
るため、オンライン申請の取り組みを進めており、
４月からマイナポータルから子育てや介護などの
各種手続きが申請できます。
　

【必要なもの】
◦電子証明書が有効なマイナンバーカード
◦マイナンバーカードが読み取れるスマートフォ

ンまたは IC カードリーダーを備えたパソコン
◦手続きに応じた添付書類

【利用方法】
　マイナポータルサイト（https://myna.go.jp/）
からログインし、手続きします。

添付書類は
写真を撮って

データを送付！

オンラインで

いつでも
どこでも
申請できます♪

　オンラインで完結する手続きとオンライン申請後に添付書類
の提出や後日窓口に訪れる必要がある手続きがあります。詳しく
は、ぴったりサービス内で手続きに必要な添付書類や手続き方法
などをご確認ください。

◆オンライン申請ができる手続き一覧

No 制度名 手続き

１

児童手当

児童手当等の受給資格及び児童手
当の額についての認定請求

２ 児童手当等の額の改定の請求及
び届出

３ 氏名変更／住所変更等の届出
４ 受給事由消滅の届出
５ 未支払の児童手当等の請求
６ 児童手当等に係る寄附の申出
７ 児童手当に係る寄附変更等の申出

８ 受給資格者の申出による学校給
食費等の徴収等の申出

９ 受給資格者の申出による学校給
食費等の徴収等の変更等の申出

10 児童手当等の現況届
11

保育
支給認定の申請

12 保育施設等の利用申込
13 保育施設等の現況届
14 児童扶養手当 児童扶養手当の現況届の事前送信
15 母子保健 妊娠の届出

子育て関係
No 制度名 手続き
16

介護保険

要介護・要支援認定の申請
17 要介護・要支援更新認定の申請

18 要介護・要支援状態区分変更認
定の申請

19 居住 ( 介護予防 ) サービス計
画作成 ( 変更 ) 依頼の届出

20 介護保険負担割合証の再交付申請
21 被保険者証の再交付申請

22 高額介護 ( 予防 ) サービス費の
支給申請

23 介護保険負担限度額認定申請

24 居宅介護 ( 介護予防 ) 福祉用具購
入費の支給申請

25 居宅介護 ( 介護予防 ) 住宅改修
費の支給申請

26 住所移転後の要介護・要支援認
定申請

介護関係

▶詳しくは、手続き１～ 14・16 ～ 26 は役場福祉課（☎３３―０３３９）、15 は役場みらい
健康課（☎３３―０３５５）まで、お問い合わせください。

 2023 - ４ 18



対する理解や関心を高
める機会としてご活用
ください。
　冊子は、生涯学習セ
ン タ ー「 ま な び の 郷 」
のほか、町教育委員会、町立図書館、ふるさと
資料館でも無料配布します。ぜひご覧ください。

▶詳しくは、生涯学習センター「まなびの郷」（☎
３２－０２４１）までお問い合わせください。

指定文化財を含む 24 件の文化財を解説

冊子「紀宝町の文化財」を発刊

Information　町教育委員会

　紀宝町内には、有形民俗文化財や無形民俗文
化財など、地域で受け継がれてきたさまざまな
文化財が存在しています。現在町内には、国指
定３件、県指定２件、町指定 13 件の計 18 件
の指定文化財があります。町教育委員会は今回、
その指定文化財に６件の文化財を加え解説した
冊子「紀宝町の文化財」を発刊しました。
　写真をふんだんに使い、それぞれの個別解説
に加え、その文化財がどこにあるのかを示した
マップも付いています。町内の貴重な文化財に

　購入方法は、LINE 
STORE で「カメレン
ジャー」と検索するか、

左記の QR
コ ー ド か
ら LINE STORE にアクセスしてくだ
さい。

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。　

表情豊かな LINE スタンプ全 40 種類

カメレンジャーが LINE スタンプに

Information　役場企画調整課

　町は、紀宝町公式キャラクター「紀宝戦隊カ
メレンジャー」の LINE（ライン）スタンプを制
作し、販売を開始しました。
　スタンプの種類は、「いいね」や「おはよう」、「お
つかれさま」など全 40 種類。カメレンジャーの
５人がいろんな表情を見せてくれます。
　全 40 種類（１セット）を50 コイン（120 円相当）
で購入できます。売上金の一部は町の収入とし
て、地域振興等に活用させていただきます。

  2023 - 419



Information　役場環境衛生課

　町では、ごみ収集日程を掲載した「ごみ収集カ
レンダー」を今年度も発行しました。
　今月号の広報きほうといっしょに各世帯に配布
していますので、ご活用ください。

❶きちんと分別をして、決められた日の朝８時
30 分までに出してください。
❷猫やカラスに荒らされないように、ごみは必

ず、ごみボックスの中に入れてください。
❸ごみボックスがいっぱいのときは、翌日以降に

出してください。
　
　なお、「保存版・資源とごみの正しい分け方」を、
ごみ収集カレンダーに折り込んでいます。
　ごみの分類がイラストで分かりやすく載ってい
ますので、ぜひご活用ください。
※紛失した場合は、環境衛生課で再配布します。

▶詳しくは、役場環境衛生課（☎３３－０３３８）
までお問い合わせください。

「資源」と「ごみ」　正しく分別して出しましょう

ごみ収集カレンダーをご活用ください

ごみを出す際の注意点

令和５年度版ごみ収集カレンダー

ごみ収集カレンダー 分別方法表

　ヘルプマークは、ストラップとしてかばんなど
につけることで周囲の方に援助や配慮を必要とし
ていることを伝えることができるマークです。
　ヘルプマークを身に付けた方を見かけた場合は、バ
スや汽車などで席を譲る、困っているようであれば声
をかけるなど、思いやりのある行動をお願いします。
　あわせて、ヘルプカードも配布しています。こ
れは、緊急連絡先や配慮してほしいことなど、伝
えたい情報を記入できます。希望される方は、右
記の場所でヘルプマーク、ヘルプカードを配布し
ていますので、ぜひご利用ください。　

【配布場所】熊野保健所、役場福祉課
※申請書などの書類の提出は不要です。
※郵送をご希望の場合は、送付先の住所・名前・
　 電話番号を明記のうえ、94 円分の返信用切手

を同封し、下記宛先まで請求してください。
（宛先）
〒 514-8570　三重県　こども・福祉部
地域福祉課　ユニバーサルデザイン班　あて　

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３―０３３９）ま
でお問い合わせください。

援助が必要な方のためのマークです

ヘルプマーク・カードを配布しています

Information　役場福祉課

ヘルプマーク
ヘルプカード
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大
里
地
区
で
実
施
さ
れ
た
放
水
訓
練

団
員
が
指
導
員
と
し
て
参
加

～
こ
ち
ら
紀
宝
町
消
防
団
～

そ
の
26

　

大
里
西
地
区
、
大
里
東
地
区
、

永
田
・
小
畑
地
区
、
津
本
地
区

の
自
主
防
災
会
が
２
月
26
日
に

相
野
谷
中
学
校
駐
車
場
で
開
催

し
た
放
水
訓
練
に
、
第
３
分

団
の
榎え

の
も
と本
眞し

ん
じ二
分
団
長
と
田た

ば
た畑

大だ
い
す
け輔

団
員
が
指
導
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
火
災
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
地
区
で
も

痛
ま
し
い
火
災
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
今
回
初
め
て
放
水
訓
練
が

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
消
火
栓
を
使
っ

た
放
水
や
小
型
ポ
ン
プ
を
使
っ

た
防
火
水
槽
か
ら
の
放
水
を
行

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
消
火
栓
を
開
け
て
、

ホ
ー
ス
の
延
ば
し
方
、
繋
ぎ
方
、

筒
先
の
取
り
付
け
方
な
ど
を
実

演
し
、
そ
の
後
地
区
住
民
が
団

員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
練
習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
く
の
防
火
水
槽
か

ら
小
型
ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上

げ
、
実
際
に
放
水
も
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

榎
本
分
団
長
は
「
火
が
見
え

た
ら
ま
ず
１
１
９
番
通
報
。
そ

し
て
、
大
声
で
ま
わ
り
に
火
災

発
生
を
知
ら
せ
、
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
人
を
集
め
て
く
だ
さ

い
。
放
水
の
際
は
、
何
人
か
で

連
携
し
て
合
図
を
出
し
合
い
、

火
元
が
遠
い
場
合
は
携
帯
電
話

な
ど
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

01・02・04. 実演を行う消防
団員。03. 地域住民がホースの
延ばし方を練習。05. 実際に放
水を体験する住民。

01 02

03 04

05

　消防団は、仕事や家庭などの本業を持ちながら
火災・風水害・地震の発生時には消防団員として
消火・救助などの活動を行います。また、平常時
には火災予防の啓発活動などを行い、地域の安全
確保に努めています。

◆新規団員募集
　町消防団では、随時新規団員を募集していま
す。町内に居住または勤務している 18 歳以上
の方ならどなたでも入団できます。

◆女性団員も活躍中
　現在 160 人の団員のうち、６人の女性団員
が活躍しています。ご自分に合わせた活動が可
能ですので、少しでも興味がある方など、たく
さんの方の入団をお待ちしています。

消防団員として活躍しませんか？

▶詳しくは、役場総務課防災対策室（☎３３―０３３５）までお問い合わせください。
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節
電
意
識
を
図
り
、
地
球
温

暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
防
止
に
効
果
の
あ
る
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
目
的
に
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し
ま
す
。

　

窓
全
体
に
張
り
巡
ら
せ
た
ネ

ッ
ト
に
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
ツ
ル
植

物
を
絡
ま
せ
て
窓
を
覆
う
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
は
窓
か
ら

の
日
差
し
を
遮
り
、
室
内
温
度

の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用
を
控
え
、

節
電
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
の
実
は

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ゴ
ー

ヤ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
食
物
繊
維
な

ど
、
栄
養
が
豊
富
で
す
の
で
、
収

穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
を
チ
ャ
ン
プ
ル
や

お
ひ
た
し
に
し
て
夏
バ
テ
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
予
約
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
申
込
】
窓
口
、
電
話
な
ど
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
数

量
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
６
つ
ま
で
で
す
。

【
配
布
】
５
月
中
旬
～
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
さ

れ
た
方
に
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
４
月
３
日
㈪
～
27

日
㈭

▼
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は

役
場
環
境
衛
生
課
（
☎
33
―

０
３
３
８
）
ま
で
。

家庭でできる温暖化対策
～できることから始めよう～

シリーズ　ストップ地球温暖化　その １54
Eco

今月のテーマ　ゴーヤの苗

町営浄化槽の
ここがポイント !! 環境衛生課　榊原栄佐

何でも
聞いてください♪

配
管
工
事
費
・
撤
去
費
に

一
部
補
助
を
し
ま
す

単
独
浄
化
槽
・
く
み
取
り
式
便
所
か
ら
の

入
替
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す

今
月
の
テ
ー
マ

シ
リ
ー
ズ

～
き
れ
い
な
川
を　
未
来
に
残
そ
う
～

Purified

　

町
で
は
、
年
数
が
経
過
し
老

朽
化
し
て
い
る
単
独
処
理
浄
化

槽
や
、
く
み
取
り
式
便
所
か
ら

町
営
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
を

進
め
る
た
め
、
浄
化
槽
ま
で
の

配
管
費
用
や
、
単
独
処
理
浄
化

槽
の
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
の
整
備
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
世
帯
の
場
合
、
単
独
処
理
浄

化
槽
に
は
ト
イ
レ
か
ら
の
配
管
し

か
繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

新
し
く
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
、
台
所
や
お
風
呂
、
洗

面
台
、
洗
濯
機
な
ど
か
ら
の
生
活

雑
排
水
の
配
管
を
浄
化
槽
ま
で
接

続
す
る
配
管
工
事
が
必
要
で
す
。

ほ
か
に
も
、
設
置
済
み
の
単
独
処

理
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
も
か
か
る

こ
と
な
ど
が
、
実
際
の
工
事
を
踏

み
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
理
由
の
一

　配管工事費や単独処理浄化槽の撤去費への
補助は、町営浄化槽を設置いただくことが前
提です。
　浄化槽の設置入れ替えを検討されている方
は、これらの補助金を有効に活用して浄化槽整
備にご協力ください。
　補助金について詳しくは、環境衛生課まで
お問い合わせください。

補助金を活用して入れ替えを！

つ
で
す
。

　

推
進
策
の
一
つ
と
し
て
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
設
置
替
え

を
行
う
際
に
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
撤
去
工
事
費
に
対
し
て

９
万
円
を
上
限
に
補
助
を
行
い
、

ま
た
浄
化
槽
ま
で
の
配
管
工
事

費
に
対
し
て
６
万
円
を
上
限
に

補
助
を
行
う
こ
と
で
、
町
営
浄

化
槽
の
さ
ら
な
る
設
置
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
１
８
7
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役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

春の家庭用粗大ごみ
戸別訪問収集がはじまります！

　４月中旬から６月にかけて、家庭用粗大ごみの戸別
訪問収集を行います。地区によって、申込期限や収集
日が異なります。期限厳守のうえ申し込んでください。
　詳しくは、今月号に折り込んでいる「家庭用粗
大ごみ戸別訪問収集について」をご覧ください。

ポイント♪
粗大ごみを出す際には、「粗大ご
み」と大きく張り紙し、当日８時
30 分までに、玄関前など分かり
やすい場所に置いてください。

Police

紀宝警察署（☎３３－０１１０）

G ７三重・伊勢志摩
交通大臣会合について

　今年は、広島県で G ７広島サミットが開催され
ますが、三重県においても６月 16 日から 18 日ま
での間、G ７三重・伊勢志摩交通大臣会合が開催
されます。
　開催期間中は県内各地で交通規制などが実施さ
れ、混雑が予想されます。交通混雑緩和にご理解
とご協力をお願いします。

地域おこし協力隊活動日誌

　2 月下旬、田代パイロットの体験園地にて、
みえ紀南一号（味一号）という品種のみかんの
樹を移植しました。
　移植する理由は、より日当りのよい場所へ移
すため、また、そうか病という柑橘の病気にか
かっていたので、枝葉を全て除去し、樹を元気
にしたかったからです。
　まず、樹の剪定を行いました。剪定ではそう
か病に感染してしまっている部分を全て取り除
き、理想とする樹の形を想像して、将来その形
へ育てることができそうな部分まで切り戻しを
行いました。
　次に、樹の周りの根をスコップで切り、油圧
ショベルで掘り上げ、根の痛んだ部分を剪定バ
サミで取り除き、あらかじめ掘っておいた植穴
へ運びました。植穴は、樹の根の形に調整し、
樹間と列間を水糸や目視で確認してから、土や
たい肥を混ぜつつ樹にかぶせていきました。そ
の後、樹の剪定箇所に殺菌剤を塗りました。
　最後に、地盤を固めるために、水をやりながら、

棒で樹の周りを突いて水締めを行いました。
　移植は樹の根や枝葉を切るため、枯れてしま
う こ と が あ る よ う な の で、 ま
ずは枯れないよう管理に気を使
い、元気な樹になるよう育てて
いきながら、おいしいみかんが
できるようにがんばっていこう
と思います。 紀宝町農業経営者クラブ

Instagram

Local
Cooperator

剪定したみかんの樹を移植
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◆
応
募
資
格　

　

紀
宝
町
内
に
在
住
の
方

◆
応
募
方
法　

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（koho@

tow
n.kiho.lg.jp

）
で
、
ク
イ
ズ

の
答
え
５
問
分
（
○
の
中
に
入
る

数
字
や
文
字
）
と
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、町
や
「
広
報
き
ほ
う
」

に
つ
い
て
の
ひ
と
言
を
書
い
て
、

役
場
企
画
調
整
課
広
報
係
（
〒
５

１
９
―
５
７
０
１ 

紀
宝
町
鵜
殿

３
２
４
）
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
正
解
者
の

中
か
ら
、
抽
選

で
５
名
の
方
に
、

上
記
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

　

４
月
13
日
㈭
必
着　
（
当
選
者
の

発
表
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
）

■
３
月
号
の
正
解

　

①
大
雪　

②
げ
ん
き　

③
20　

　

④
こ
と
ば　

⑤
戦
争

■
３
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
38
通
・
正
解
者
38
人

賞
品
は
「
ウ
ミ
ガ
メ
公
園 

オ
リ

ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
（
２
種
類
）」）

 

・
清し

み
ず水　

晴は
る
み美　

さ
ん
（
鵜
殿
） 

 

・
川か

わ
せ瀬　

茉ま
ひ
ろ広　

さ
ん
（
井
田
）

 

・
南み

な
み　

　

柚ゆ
ず
な那　

さ
ん
（
成
川
） 

 

・
向む

か
い井　

幸さ
ち
よ代　

さ
ん
（
阪
松
原
）

 

・
堀ほ

り
ぐ
ち口　

信の
ぶ
ゆ
き行　

さ
ん
（
成
川
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

広
報
係（
☎
33
―
０
３
３
４
）ま
で
。

Quiz

商工会共通商品券
（2000円分）

koho@town.kiho.lg.jp

【問題】
① 町民〇〇路線が「Google マップ」で検索可能に
② オンライン〇〇が利用できます
③ 今月のおすすめ図書“子どもと〇〇について”
④ がん〇〇を受けましょう
⑤ 知事との〇〇対話を開催

Human 
rights 

「
新
し
い
部
落
史
と
こ
れ
か
ら
の
人
権
問
題
」
を
テ
ー
マ
に

灘
本
教
授
に
よ
る
人
権
講
演
会
を
開
催

町
は
２
月
８
日
、
ま
な
び

の
郷
で
、
京
都
産
業
大
学

文
化
学
部
の
灘な

だ
も
と本

昌ま
さ
ひ
さ久

教
授
を
招

き
、「
新
し
い
部
落
史
と
こ
れ
か

ら
の
人
権
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
人

権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
部
落
の
歴
史
的
背

景
や
部
落
差
別
、
障
が
い
者
、
女

性
な
ど
従
来
の
人
権
問
題
の
ほ

か
、ひ
き
こ
も
り
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注

意
欠
如
・
多
動
症
）
な
ど
新
た
な

人
権
問
題
が
あ
る
と
示
し
、
当

事
者
の
問
題
で
は
な
く
、

取
り
巻
く
社
会
の
問
題

で
あ
る
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
中
に
人
権
問

題
を
位
置
づ
け
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
と
示
唆
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
約
２
５

０
人
が
来
場
し
、
各
種

差
別
の
問
題
解
決
に
向

け
て
、
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
と
き
に

差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
り
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
誰
か
を
傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
経
験
や
知

識
な
ど
の
範
囲
で
事
実
を
確
か
め

な
い
ま
ま
判
断
す
る
こ
と
が
「
予

断
」
で
す
。
ま
た
、
根
拠
が
な
い

の
に
思
い
込
み
や
偏
っ
た
見
方
を

し
て
し
ま
う
の
が
「
偏
見
」
で
す
。

　

自
分
の
中
に
あ
る
誤
っ
た
予
断

や
偏
見
を
振
り
返
る
た
め
に
は
、

機
会
を
見
つ
け
て
人
権
問
題
に
つ

い
て
の
新
た
な
見
方
や
考
え
方
を

知
る
こ
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
と

ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
人
権

問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
テ
ー

マ
で
毎
年
人
権
講
演
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、

人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

講義を行う灘本教授

見本
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　移動支所では、下表の日程で住民票、印鑑証明、納税証
明書などの申請受付事務（交付は後日）や町税、国民健康
保険税の収納事務、各種届出事務などを受け付けます。
　また、町内の３郵便局（紀伊井田、御船、相野谷）にお
いて、住民票等の発行もできます。

▶詳しくは、役場税務住民課（☎３３―０３３７）までお問い合わせください。

表：４月の移動支所開設日程 赤色は、移動図書館も開設
開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

３日
10日
17日
24日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

４日
11日
18日
25日

飛雪の滝キャンプ場 　９：００～１０：１５
北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５
中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

開設日 　会　　場　 開設時間

水
曜
日

５日
12日
19日
26日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５

永田青年クラブ １０：３０～１１：４５

井田公民館 １３：３０～１４：４５

地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

６日
13日
20日
27日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５

下地生活改善センター １０：３０～１１：４５

茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５

下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

７日
14日
21日
28日

高岡防災センター 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

紀宝町役場（移動図書館のみ） １４：００～１６：００

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください
Branch

ＢｏｏｋｓＢｏｏｋｓ

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　

４
月
23
日
㈰
は
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
で
す
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
の
日
に
関

連
し
て
４
月
22
日
㈯
に
ス
ペ

シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
を
開
催
し

ま
す
。
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
や
、

わ
ら
べ
う
た
、
子
育
て
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
講
座
も
あ
り
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
町
立
図
書
館
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
23
日
㈰
～
５
月

12
日
㈮
は
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
で
す
。
期
間
中
、
お
す
す

め
の
絵
本
や
児
童
書
を
展
示
、

貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆町立図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間 ：10：００ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

４月 22 日（土） 
０ 歳 児  ：  午前 10 時～ 10 時半
１歳以上 ：  午前 11 時～ 11 時半
３歳以上（小学生含む） ：  午後１時半～２時半

児童文学者の松
まつ

岡
おか

享
きょう

子
こ

さん
のインタビューを収録。子
どもの体験と読書について
大変わかりやすく書かれて
いておすすめです！

松岡享子 / 述　木城えほんの郷

子どもたちの心に届ける
自然・ことば・遊び

「子ども時代の読書は、ある
時には私に根っこを与え、
ある時には翼をくれまし
た。」世界中が感動した上皇
后美智子さまの講演を収録。

美智子 / 著　文藝春秋

橋をかける
子供時代の読書の思い出

絵本の記憶、子どもの気持ち
山口雅子 / 著
福音館書店

幼いころの絵本にまつわる
思い出について書かれた大
学生たちのレポートをとお
して、子どもと絵本にかか
わる謎を解き明かす！

長谷川摂子 / 著
福音館書店

絵本が目をさますとき

長年、子どもたちと絵本を
楽しんできた著者が、若い
母親への手紙という形で子
どもと絵本への想いを丁寧
につづる絵本入門書。

今月のおすすめ図書　テーマ“子どもと読書について”
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 ◆ スポーツボイス（しっかりコース）
４・18日 まなびの郷 午前９時 30 分～ 10 時 30 分

午前 10 時 45 分～ 11 時 45 分
◆ スポーツボイス（ゆったりコース）

11・25日 まなびの郷 午前９時 30 分～ 10 時 30 分

介護予防事業（対象：65 歳以上の方）
日 会 場 と 開 催 時 間

 ◆ チェアエクササイズ
５・12・26日 まなびの郷 午前９時 15 分～ 10 時 15 分
７・14・21日 大里多目的集会施設 午前 9 時 15 分～ 10 時 15 分
 ◆ まちかどエクササイズ
５・12・26日 まなびの郷 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

７・14・21日 神内福祉センター 午前９時 15 分～ 10 時 15 分
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

介護予防事業（対象：65 歳以上の方）
日 会 場 と 開 催 時 間

 ◆ 小さなボールをつかった健康運動教室

６日 鵜殿地域交流センター 午前９時 30 分～ 10 時 30 分
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

13日 中村多目的集会施設
午 前 1 0 時 ～ 1 1 時19日 下地生活改善センター

20日 平尾井生産活動センター
26日 鮒田構造改善センター 午後１時 30 分～２時 30 分
27日 井田公民館 午 前 1 0 時 ～ 1 1 時
 ◆ スマイルヨガ
12・19・26日 はぐくみの森

午 前 1 0 時 ～ 1 1 時13・20・27日 まなびの郷
14・21・28日 鵜殿福祉センター ◆ プールを利用した介護予防事業水中ウォーキング

①５・19日 ピーアップ新宮 午 前 1 1 時 ～ 午 後 ３ 時②12・26日
※送迎バスについては、①は鵜殿方面のルート、②は井田・相野谷方面
　のルートを走行します。

※全事業要予約：詳しくは、役場みらい健康課（☎ 33－０３５５）まで。

Health

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

昭
和
56
年
に
脳
血
管
疾
患

に
よ
る
死
亡
者
数
を
抜
い
て
か

ら
、
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
で

あ
る
と
と
も
に
、
日
本
で
は
国
民

の
2
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
な

り
、
お
よ
そ
３
人
に
１
人
が
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
病
気
で
す

　

が
ん
は
、
食
生
活
の
見
直
し
や

禁
煙
、
運
動
不
足
の
解
消
な
ど
に

よ
っ
て
、“
な
り
に
く
く
す
る(

予

防)

”
こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
心
が
け
て
い

て
も
、
が
ん
に
“
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。”

　

そ
の
た
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
年
に
１
回
、
20
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
、
各
種
が
ん
の
集

団
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
検
診
を
受
け
る
た
め
に
は
、

今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
確

認
の
う
え
、
希
望
す
る
が
ん
検
診

の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年
間

を
通
し
て
の
受
診
予
約
が
可
能

で
、
予
約
開
始
日
は
４
月
24
日

㈪
で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
検
診
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た

場
合
は
必
ず
受
診
を

　

ま
た
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
、

も
し
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た

場
合
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
診

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
さ
か
自
分
が
‥
」
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
精
密
検
査
を
受

け
る
こ
と
は
、
勇
気
が
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、「
症
状
が

な
い
」「
健
康
だ
か
ら
」
と
い
っ

た
理
由
で
精
密
検
査
を
受
診
し

な
い
こ
と
は
危
険
な
こ
と
で
す
。

せ
っ
か
く
早
い
段
階
で
が
ん
が

発
見
さ
れ
て
も
治
療
に
結
び
つ

か
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
に
よ
る

精
密
検
査
で
、
早
期
に
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
場
合
、
小
さ
な
が

ん
で
あ
れ
ば
検
査
時
に
摘
出
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

早
い
時
期
に
が
ん
が
発
見
さ

れ
れ
ば
、
身
体
的
に
も
経
済
的

に
も
負
担
が
軽
く
済
み
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
み
ら
い
健
康

課
（
☎
33
―
０
３
５
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　エネルギー（１人分）：約 138kcal　　  

　　　　　　      　　         　 塩分  ：約 0.3g           

One Point Advice
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Health　April　Calendar

４月の健康カレンダー
Calendar

※ 変更する場合がありますので、事前に電話連絡のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９－２２９－１１９９）にご相談ください。

４月の休日救急当直医
日 病 院 名 診療科目

２日 原 田 医 院 ☎0597（88）0035 内 科
かじの内科クリニック ☎（38）8010 内 科

９日
島 崎 整 形 外 科 医 院 ☎0597（89）3739 整形外科
すずきこどもクリニック ☎（28）0111 小 児 科

16日
尾 呂 志 診 療 所 ☎05979（4）1014 内・外科
み ね 内 科 ク リ ニ ッ ク ☎（22）5551 内 科

23日
大 石 産 婦 人 科 医 院 ☎0597（89）1717 産・婦人科
新 谷 ク リ ニ ッ ク ☎（23）2226 外 科

29日 協 立 内 科 外 科 医 院 ☎0597（89）5035 内・外科

30日
相 野 谷 診 療 所 ☎（34）0011 内 科
真 砂 小 児 科 ☎（29）7313 小 児 科

子どもとお母さん（会場 鵜殿福祉センター）
日 内 容 と 開 催 時 間 　

３日 ４か月児健診
午 前 ９ 時 ～     

10 か月児健診
11日 ７・８か月児離乳食教室 午 前 ９ 時 3 0 分 ～ 1 1 時

13日
１歳８か月児健診

午 前 ９ 時 ～１歳２か月児・
１歳８か月児歯科検診

20日 ２歳児歯科健診 午 後 １ 時 1 5 分 ～
※要予約：詳しくは、役場みらい健康課（☎ 33－0355）まで。

子どもとお母さん（会場 子育て支援センター）
日 内 容 と 開 催 時 間 　

14日 育児相談 午 前 1 0 時 ～ 1 1 時28日

今
回
は
新
じ
ゃ
が
の
の
り
塩

バ
タ
ー
の
ご
紹
介
で
す
。

　

素
材
を
活
か
す
た
め
に
味
付
け

は
シ
ン
プ
ル
に
塩
の
み
で
、
ほ
ん

の
り
青
の
り
と
バ
タ
ー
の
香
り
が

食
欲
を
そ
そ
る
レ
シ
ピ
で
す
。
新

じ
ゃ
が
は
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
の

で
、
皮
は
む
か
ず
に
調
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
じ
ゃ
が
い
も
に
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
熱
に
強
い
の
で

す
が
、
皮
を
む
い
た
り
、
小
さ
く

切
る
ほ
ど
ゆ
で
る
際
に
損
失
し
て

し
ま
う
た
め
、丸
ご
と
茹
で
る
か
、

電
子
レ
ン
ジ
が
お
す
す
め
で
す
。

【作り方】
① じゃがいもはきれいに洗う。皮はむかずに、食

べやすい形に切る。小さい場合は、そのままか
半分に切る（大きめがおすすめ）。

② 耐熱皿に入れ、500W で５～６分加熱する。
③ フライパンにバターと油を入れて火にかけ、②を

入れて焼き色を付ける。
④ ③に青のりと塩を振り、全体になじんだら火を

止める。

新じゃがいも … 小さめ５個（約 400g）
バター … 10g
油 … 小さじ１
青のり … 小さじ 1/2
塩 … 小さじ 1/8

【材料（３人分）】
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01・04. 踊 り「 赤 鬼 と 青 鬼 の タ
ンゴ」。02. 踊り「よっちょれ」。
03. 鼓隊「名探偵コナン」。05. ダ
ンス「ドリーム」。

03

　うどの幼稚園は２月 17 日、まなびの郷で音楽発表会を開催しました。
　音楽発表会は、ご家族の方に子どもたちの日ごろの練習の成果を見て
もらうため毎年行われています。
　園児たちは、鼓隊「ツバメ」や「名探偵コナン」、踊り「赤
鬼と青鬼のタンゴ」や「よっちょれ」などを披露し、会
場からは大きな拍手が送られていました。

うどの幼稚園が音楽発表会を開催
日ごろの成果を発表

04 01

05

02

01

　町は２月 22 日、一般社団法人三重県トラック協会南紀支部と
「災害時における緊急物資輸送等に関する協定」を締結しました。
　これは地震などの大規模災害時に物資輸送などの災害応急
対策や復旧に関して、市町からの支援要請に円滑に対応する
ことを目的として行われました。
　締結式では、西

に し だ

田健
け ん

町長、御浜町の大
お お は た

畑覚
さめる

町長、熊野市の
河
か わ か み

上敢
か ん じ

二市長、同トラック協会南紀支部の花
は な じ り

尻和
か ず の り

典支部長な
どが参加し、3市町長と協会がそれぞれで協定を締結しました。
　花尻支部長は「被害規模によってどれだけのことができる
かわからないが、災害時には輸送面で支援したい」と話して
いました。

災 害時の物資輸送等に関する協定を締結
県トラック協会南紀支部と

協定を交わした西田町長（左）と花尻支部長（右）

　一般国道 42 号新宮紀宝道路の「ランプ橋上部工事」説
明会が２月７日、「鵜殿南・中地区改良他工事」説明会が３
月８日に紀宝町福祉センター鵜殿事業所でそれぞれ開催さ
れました。
　新宮紀宝道路は、熊野川河口大橋を含む、新宮市あけぼ
の地区から紀宝町神内地区までの延長 2.4 キロの自動車専
用道路で、令和６年秋の開通予定です。
　工事説明会では、事業主体である国土交通省紀南河川国
道事務所新宮建設監督官詰所の担当者から工事内容や道路
規制、安全対策などが説明されました。

   42 号新宮紀宝道路の説明会を開催
工事内容や安全対策などについて説明

一般
国道

工事説明会の様子
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　相野谷小学校５・６年生と相野谷中学校１年生は２月 20
日、合同人権・防災学習を実施しました。
　相野谷中学校では、３年間を見通した系統的な人権教育を進
めており、１年生は「障がい者差別や男女差別」、２年生は「部
落問題学習」、３年生は「外国人の人権問題」について、相野
谷小学校では全学年で「出会い学習」を行っています。令和３
年度からは、小学校と中学校が合同で、「人権尊重の地域づくり」
を推進することを目的に、子どもと地域住民が一緒になって、
人権・防災学習に取り組んでいます。
　人権・防災学習では、児童生徒が高齢者や障がい者の人権
の視点でも避難路における危険箇所などを考え、書き込んだ
地図を基に、参加した地域住民に危険箇所を説明しました。
　地域の方からは平成 23 年の紀伊半島大水害の体験を踏ま
えた浸水の危険箇所などを伝えていただき、相互に学習を深
めました。

相 野谷小・中合同で人権・防災学習
危険箇所を地域住民に説明

ホース格納庫の場所を確認する児童生徒たち

　子育て支援センターは３月１日、健康文化の会「音楽部」
の後援のもと、紀宝町・新宮市の音楽家グループである「ブ
レス・ユー」を招き、音楽演奏会を開催しました。
　これは子どもたちに楽器の生演奏を聴いてもらうことや、
子育てする保護者の方にリラックスしてもらおうと開催した
もので、36 組の親子が参加しました。
　演奏会では「エリーゼのために」などのクラシック音楽の
ほか、「アンパンマンマーチ」や「さんぽ」
など、子どもたちに馴染みのある曲も演奏
され、親子たちは、手を叩きながら、フル
ートやピアノ、チェロ、アイリッシュハー
プの演奏を楽しんでいました。

子 育て支援センターで音楽演奏会を開催
生演奏に酔いしれるひと時

01.「ブレス・ユー」のみなさん。
02. 演奏に合わせて手を叩く親
子たち。

　社協つれもてまつり実行委員会は 2 月 26 日、町福祉セン
ターで「第 14 回社協つれもてまつり」を開催しました。
　これは地域ボランティアや各団体が協力し合い、福祉の笑
顔が広がることを目的として毎年行われていましたが、新型
コロナウイルスの影響で今回は４年ぶりの開催となりました。
　すずきまどか先生による「ピカッと解決スマート SDGs」
実験ショーでは、実験が行われると「色が変わった」「すごい」
など歓声があがり、楽しみながら地球温
暖化についての学びを深めていました。
　また、会場内には体験ブースやフリーマ
ーケットなどがオープンし、幅広い年代の
来場者が楽しいひと時を過ごしていました。

４ 年ぶりの社協つれもてまつり
地域住民の笑顔あふれる交流の場に

02

01. 実 験 に 参 加 す る 子 ど も。
02. ゲームに挑戦する来場者。

01

01

02
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　町文化協会は３月５日、まなびの郷で紀宝町芸能発表会
を開催しました。新型コロナウイルスの影響で発表会が中
止となっていたため、今回は４年ぶりの開催となりました。
　大正琴や舞踊、民謡、合唱、カラオケ歌謡など、21 団体
総勢 220 人の出演者たちは、待ちに待った舞台に立ち、日
ごろの練習の成果を披露しました。
　会場には、出演者同様に発表会を楽しみ
にしていた人々が集い、ほぼ満席となった
客席からは、演目が終わる度に惜しみない
拍手が送られ、出演者と来場者が一体とな
って、発表会を楽しんでいました。

文 化協会が芸能発表会を開催
稽古の成果を存分に披露

01. 潮騒コーラスによる合唱。
02. 三

みねのかい
音会による民踊。

　県と町は３月７日、「知事と市町長、県民との円卓対話」
を開催しました。
　これは地域の諸課題について知事が地域に出向き、現場で
直接話を聴くことを目的に行うものです。
　飛雪の滝キャンプ場で行われた「知事と町長との円卓対話」
では、①新宮紀宝道路の早期完成、紀宝熊野道路の工事着手、
②人口減少対策、③浅里地区地滑り対策及び一般県道小船紀
宝線浅里バイパス整備の３項目について意見交換し、課題解
決に向け検討を進めました。
　はぐくみの森で行われた「知事と県民との
円卓対話」では、ママサークル「さくらんぼ」
のメンバーとサークル活動や紀宝町で子育て
に関して感じることなどについて、西

に し だ

田町長
を交え積極的に意見交換を行っていました。

知 事との円卓対話を開催
現場の声を直接聞くことを目的に

02

01. 一
い ち み

見知事と西田
町長による円卓対話
の様子。02. ママサー
クル「さくらんぼ」
のみなさん。

01

　町は３月１日、春の全国火災予防運動の一環として、防火パ
レードを実施し、出発式には消防団員ら 12 人が参加しました。
　これは火災が発生しやすい季節を迎えることに先駆け、町
民の防火意識を高揚し、火災の発生を防止することを目的と
して行われました。
　逢

お う の

野統
と う い ち

一団長が「まだ空気が乾燥する
日が続いているので、パレードを通して
防火意識を高めてもらいたい」とあいさ
つした後、全員が消防車両に分乗してパ
レードに出発し、町内を走りながら火災
予防を呼びかけました。

 防 火パレードを実施
春の全国火災予防運動で

消防車両に乗りパレードに出発

01

02

01

02
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　令和４年度の「第 27 回防災まちづくり大賞」で日本防火・
防災会長賞を受賞した津本地区自主防災会の産

う ぶ や し き

屋敷誠
まこと

会長と
谷
た に ぐ ち

口昌
ま さ ひ ろ

宏前会長、大
お お さ こ

峪やす子
こ

防災士が３月６日、町役場を訪れ、
西
に し だ

田町長に県内で唯一受賞したことを報告しました。
　津本地区自主防災会は、紀伊半島大水害後に発足し、幅広
い世代を対象にした防災訓練や炊き出し訓練などを継続して
開催し、地域の防災力向上に努めてきました。
　２月 28 日に東京で開催された表彰式に出席した大峪さん
は「受賞するとは夢にも思いませんでした。これからも自分、
家族、隣近所の大切な命を守る防災活動を続けたい」と話し
ていました。

津 本自主防が防災まちづくり大賞を受賞
これからも命を守る活動を続けたい

産屋敷さん（左）、大峪さん（中左）、谷口さん（中右）

　町は２月 11 日、「必ず来る　南海トラフ巨大地震・津波への
備え」と題し、専門家による講演会とワークショップをまなび
の郷で開催しました。
　第１部では、地域防災研究センター長で愛知工業大学の横

よ こ た

田
崇
たかし

教授、中央大学都市環境学科海岸・港湾研究室の有
あ り か わ

川太
た ろ う

郎教授、
京都大学経営管理大学院の井

い の う え

上智
と も お

夫客員教授が、それぞれ津波
対策や津波避難行動支援アプリなどについて講演されました。
　第２部では、町総合防災行政アドバイザーの松

ま つ お

尾一
い ち ろ う

郎先生に
コーディネーターを務めていただき、津波対策の最初のモデル
としている鵜殿地区が、１～６組の６グループに分かれ、津波
対策の現状課題についてのワークショップを実施しました。個
人や地区でできる対策などについて今回出された意見は、整理
して次回のワークショップで議論を深めていきます。

専 門家を交えたワークショップを開催
巨大地震対策に取り組む

01. マップを見ながら避難所を
確認。02. 講演会の様子。

01

02

01

　町は２月 18 日、ふれあい会館で第３回わくわく科学教室
を開催しました。
　これはさまざまな実験を通して科学の不思議に触れ、親し
みを持ってもらうことを目的に行われたもので、今回は町内
の小学生 21 人が、科学の仕組みを学びながら、ストローに
翼を付けたロケットをスーパーボールと竹串で作った発射台
に装着して飛ばす「すっとびロケット」や、魚などの絵を描
いたクリアファイルに黒画用紙を挟み、白画用紙で作ったラ
イトをかざして宝さがしをする「不思議な宝さがしゲーム」
などのおもちゃを作りました。
　子どもたちは、完成すると「すごい」などと言いながら、
おもちゃ作りを通して科学のおもしろさに触れていました。

第３回わくわく科学教室を開催
おもちゃ作りを通して科学のおもしろさに触れる

不思議な宝さがしゲームをする参加者
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心
安
ら
ぐ
場
所

岩
﨑
　
功
起 

さ
ん
（
成
川
） 

ペンリレー

PE

NRELAY

No.206

　

５
月
号
は
井
田
の
大お

お
し
ま嶋
正ま

さ
と人
さ
ん

で
す
。
岩
﨑
さ
ん
か
ら
は
、「
い
つ
も

家
族
で
買
い
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
同
じ
地
元
同
士
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。」

いわさき　こうき さん

　
新
宮
市
三
輪
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
僕

で
す
が
、
紀
宝
町
で
も
同
じ
く
ら
い
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ

ろ
は
両
親
が
共
働
き
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
紀
宝
町
に
住
ん
で
い
た
祖
母
の
家

で
過
ご
し
て
母
の
帰
り
を
待
つ
と
い
う

日
常
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
祖
母
の
家

に
行
く
こ
と
に
心
が
わ
く
わ
く
し
て
、

同
時
に
安
心
で
き
る
場
所
だ
と
幼
い
な

が
ら
も
感
じ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
近
く
の
駄
菓
子
屋
に
行
っ
た

り
、
や
さ
し
い
祖
母
の
昔
の
話
を
聞
い

た
り
、
自
分
勝
手
な
話
を
嫌
が
る
こ
と

な
く
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
。
少
し
大
き

く
な
っ
た
と
き
に
は
ひ
と
り
で
三
輪
崎

か
ら
祖
母
の
家
ま
で
自
転
車
で
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
僕
も
大
学
を
卒
業
し
て
地
元

に
帰
っ
て
結
婚
し
、
子
ど
も
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
親
に
な
っ

た
と
き
、
子
ど
も
に
ど
ん
な
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
の
か
、
ど
ん
な
環
境
が
い
い

の
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
妻
と
話
を

す
る
な
か
で
、
人
に
や
さ
し
く
、
心
身

と
も
に
元
気
な
子
に
育
っ
て
も
ら
い
た

い
ね
、
と
い
う
想
い
か
ら
、
ふ
と
思
い

出
し
た
の
が
昔
感
じ
た
や
さ
し
い
祖
母

の
姿
で
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
感
じ

た
わ
く
わ
く
で
き
て
、
安
心
で
き
る
場

所
。
僕
に
と
っ
て
そ
の
場
所
は
祖
母
が

住
ん
で
い
た
場
所
で
は
な
い
か
、
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
い
く
つ
か
の
仕
事
を
経
て
、
紀

宝
町
で
た
こ
焼
き
の
お
店
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
祖
母
の
住
ん
で
い
た
場
所
に
家

を
建
て
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
店
を

し
て
い
る
と
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
か
な
か
会

え
な
い
友
人
や
ご
近
所
の
方
や
遠
く
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
き
て
く
だ
さ
る
方
、

そ
し
て
我
が
子
の
友
だ
ち
に
も
会
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
る

と
な
か
な
か
子
ど
も
の
周
囲
の
環
境
も

わ
か
ら
ず
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
少
し
で
も
お
客
様
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
は
僕
に
と
っ
て
幸

せ
な
環
境
な
の
だ
な
と
日
々
感
じ
ま
す
。

　

今
も
紀
宝
町
は
僕
に
と
っ
て
昔
と

変
わ
ら
ず
わ
く
わ
く
と
し
た
、
安
心

の
で
き
る
場
所
で
あ
り
続
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。
我
が
子
に
と
っ
て
も
、

こ
の
紀
宝
町
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
場
所
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

町内でたこ焼き屋を経営されて
いる岩﨑さん。「これからも人
との繋がりを大切にしていきた
いです」と話していました。

この町で楽しく暮らす岩﨑さん一家
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南
み な み の

野 陽
し き

輝ちゃん（鵜殿）

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（令和２年６・７月生まれ）を募集します。ご希望の方は、広報係（☎３３－０３３４）までご連絡ください。申込期限は４月 28 日（金）まで。

若 い 衆 登 場

KI

HOYOUNG

No.206

北き

た

は

ら原
　
潤じ

ゅ

ん

き希 

さ
ん
（
北
桧
杖
・
30
歳
）

「
学
び
の
場
」
を
提
供
し
た
い
‼

◆
お
仕
事
は
？

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
熊
野

川
体
感
塾
で
舟
の
操
縦
や
整
備
、
運
営

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
都
会
か
ら
飛
び

込
み
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た

が
、
楽
し
く
働
け
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？

　
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
で
す
。
バ
ン
ド

を
組
ん
で
い
て
、
２
週
間
に
１
回
程
度

練
習
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
も
ハ
マ
っ
て
い
て
、

家
具
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

◆
好
き
な
タ
イ
プ
は
？

　
明
る
く
て
親
切
な
人
が
タ
イ
プ
で
す
。

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
、
街
並
み

を
散
策
し
て
み
た
い
で
す
。

◆
今
の
目
標
は
？

　
木
工
の
技
術
を
高
め
て
、
い
つ
か
は

人
に
教
え
た
い
で
す
。
将
来
は
、
木
工

体
験
や
家
庭
教
師
の
経
験
を
活
か
し
、

勉
強
な
ど
も
学
べ
る
「
学
び
の
場
」
を

提
供
し
た
い
で
す
。

◆
町
に
ひ
と
こ
と

　

紀
宝
町
に
住
ん
で
人
の
温
か
さ
を

と
て
も
感
じ
ま
す
。
新
し
い
人
や
も

の
を
幅
広
く
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

はしゃぎっ子
KI

HOKIDS

No.206

令 和 ２ 年 ４ 月 1 4 日 生 ま れ
亮 さ ん ＆ 愛 さ ん の 三 男

こんにちは、しきです♪いつも
元気いっぱいで、ちょっとワガ
ママで大変だけど、これからも
いっぱいかわいい笑顔を見せて
ね♪にぃにとねぇねとも仲よく
ね♥…お母さんから

鈴
す ず き

木 純
じ ゅ ん な

菜ちゃん（鵜殿）

令 和 ２ 年 ４ 月 3 0 日 生 ま れ
大 史 さ ん ＆ 偲 さ ん の 次 女

お歌が大好きな純菜です！いろい
ろな歌に合わせて替え歌も披露
してくれます♪お調子者で家族を
笑わせてくれる笑顔がかわいい純
菜。いっぱい遊んで元気に大きく
なってね♥…お母さんから

宮
み や は ら

原 咲
さ く と

翔ちゃん（鵜殿）

令 和 ２ 年 ４ 月 3 0 日 生 ま れ
克 典 さ ん & 方 累 さ ん の 長 男

やんちゃで甘えん坊な咲翔です。
いつもおもしろいことをして、家
族を笑わせてくれます。咲翔のお
かげで毎日が楽しいです。ありが
とう！これからも元気な咲翔でい
てね♥…パパ・ママから
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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か

ら
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

が
出
産
し
た
際
に
、
産
前
産
後
の

国
民
年
金
保
険
料
が
一
定
期
間
免

除
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
が
免
除
さ

れ
た
期
間
も
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
免
除
期
間
】
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
日
か

ら
４
か
月
間

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

　
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

　
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

【
対
象
者
】
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２

月
１
日
以
降
の
方

※ 

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
方
法
】
役
場
税
務
住
民
課

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

申
請
書
を
提
出

※ 

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

　
毎
年
４
月
は
、
20
歳
未
満
飲
酒
防

止
強
調
月
間
で
す
。
20
歳
未
満
の
者
の

飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
に
成
年
年
齢
は

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
の
ま
ま
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
尾
鷲
税
務
署
（
☎

０
５
９
７
―
22
―
２
２
２
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
は
20
歳
未
満
飲

酒
防
止
強
調
月
間

【
日
時
】
４
月
20
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で
の
間
で
、
１
人
30
分
以
内

【
会
場
】
役
場
１
階
相
談
室

【
定
員
】
４
名
（
先
着
順
）

「
無
料
法
律
相
談
」開
催

訪問リハビリ・通所リハビリ
理学療法士による
個別リハビリ訓練を行います

とみむろクリニック ☎ 0735-28-1030
理学療法士　松實 祐太郎・鎌田 啓司・山田 和輝

紀宝町内送迎します
（浅里地区除く）

整形外科・内科・胃腸科・肛門科

とみむろクリニック ☎ 0735-28-1030
医学博士　冨室 徹哉

町の人口 － population －

令和５年２月末現在（前月比)
人口 １０, ４３１（ ＋ ２)

男 ４, ９１６（ ＋ ８)
女 ５, ５１５（ － ６)

世帯 ５, ２０６（ ＋ ９)

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策室）（33）0 3 3 5
役場産業振興課 （33）0 3 3 6
役場基盤整備課 （33）0 3 5 7
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役場みらい健康課 （33）0 3 5 5
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
町 立 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
子育て支援センター （32）4 6 8 8
防災行政無線（フリーダイヤル）

０１２０－３３４－１１９
おかけ間違えのないように！

（外国人を含む）

うどの幼稚園音楽発表会（関連記事 28㌻）

音楽発表会でうどの幼稚園の園児
が鼓隊「ツバメ」を演奏する様子
です。これは演奏の最後の決め
ポーズを写した１枚なのですが、
最後の最後まで真剣な表情で取り
組む様子がうかがえますね。

申
請
が
可
能
で
す
。

※
出
産
後
の
申
請
も
可
能
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）、
ま
た
は
尾

鷲
年
金
事
務
所
（
☎
０
５
９
７
―

22
―
２
３
４
０
）、
田
辺
年
金
事

務
所
（
☎
22
―
８
４
４
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
職
員
に

よ
る
「
年
金
相
談
」
は
、
４
月
19
日

㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、

役
場
２
階
小
会
議
室
で
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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県
保
険
医
協
会
で
は
、
よ
い
歯

の
日
（
４
月
18
日
）
に
ち
な
ん
で
、

歯
科
医
師
に
よ
る
「
歯
の
こ
と
何

で
も
電
話
相
談
」
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
４
月
16
日
㈰

　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
５
９
―
２
２
５
―
１
０
７
１

☎
０
５
９
―
２
２
５
―
８
７
４
７

※
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が
つ

　
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、県
保
険
医
協
会（
☎

０
５
９
―
２
２
５
―
１
０
７
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
の
こ
と
何
で
も

電

話

相

談

【
日
時
】　
４
月
８
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
11
時

【
場
所
】　
鵜
殿
港

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
振
興
課

（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
（
４
月
）
の

「
紀
の
宝
み
な
と
市
」

有
料
広
告

500500円が円が

半額半額
※広告持参の方限定※広告持参の方限定

モーニングモーニング
AM8:30 ～ 10:30AM8:30 ～ 10:30  ウミガメ公園 ウミガメ公園

エサやりエサやり体験体験
無料券無料券2023 年2023 年

4/304/30 ㈰㈰

有効期限

※１枚につき２人、１回
のみ利用可。ご利用の際
はカウンターに直接この
券をお渡しください。

※１枚につき１人、
１回のみ利用可。
土日も使用可。

✂✂

17 時17 時 以降以降

お弁当・スイーツお弁当・スイーツがが

半額半額
ウ ミ ガ メ 公 園  ☎ 0735-33-0300✂✂

2023 年2023 年

4/304/30 ㈰㈰

有効期限

相続登記はお済みですか？相続を「争族」にしないために！

登記全般、相続・遺言に関する業務、官公署提出書類作成

司法書士・行政書士　須川裕充

☎ 0735-29-2255　紀宝町成川 773 番地１（「成川」バス停近く）

須川司法書士・行政書士事務所
令和６年４月から相続登記の申請が義務化されます。まずはお電話で相談を！ 

相続、贈与等登記全般、供託手続き等、ご相談ください。

事務所にお越しの際は、事前にお電話ください。

三重県南牟婁郡紀宝町井田 2140 番地
TEL：0735-32-0228 　 FAX：0735-29-7483 
E-mail：shihoushoshi-yuki.s@clock.ocn.ne.jp

至新宮市

紀宝警察署

おくり花

主婦の店

至御浜町

清水生花店

家 族 想

お く り 花

式場使用料無料 低予算で安心

南牟婁郡紀宝町鵜殿1982-2
☎ 0735-32-0009

電話 24 時間受付
供 花 や 花 束、 開 店 ス タ ン ド 花、
アレンジメントも承っています

　
尾
鷲
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

に
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
も
ら

う
た
め
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

【
日
時
】
尾
鷲
会
場
：
４
月
13
日
㈭

　
　
　

  

熊
野
会
場
：
４
月
14
日
㈮

　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
午
後
３
時
～
５
時
（
消
費
税
の

仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方
向
け
）

【
場
所
】
熊
野
会
場
：
県
熊
野
庁
舎

　
　
　  

尾
鷲
会
場
：
県
尾
鷲
庁
舎

【
定
員
】
各
30
名
（
要
予
約
）

▼
詳
し
く
は
、
尾
鷲
税
務
署
（
☎

０
５
９
７
―
22
―
２
２
２
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
を
開
催

　
福
祉
・
保
育
の
仕
事
に
興
味
の

あ
る
方
、
就
労
を
お
考
え
の
方
を

対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
野
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
尾
鷲
に
て
、
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
予
約
優
先
で
す

福
祉
・
保
育
の

お
し
ご
と
相
談

の
で
、
ご
相
談
希
望
の
方
は
、
左

記
の
電
話
か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
熊
野
：
奇
数
月
第
３
火
曜
日

　
　
　

  

尾
鷲
：
奇
数
月
第
３
水
曜
日

　
午
前
10
時
～
正
午

※
開
催
予
定
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

　
開
催
日
を
変
更
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
県
社
会
福
祉
協
議

会　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９
―
２
２
４
―
１
０
８
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
遺

言
の
大
切
さ
や
弁
護
士
の
役
割
な

ど
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
毎
年

４
月
15
日
を
「
遺
言
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

三
重
弁
護
士
会
で
は「
遺
言
の
日・

遺
言
相
続
無
料
電
話
相
談
会
」
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
14
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
相
談
先
】
０
５
９
―
２
２
８
―

３
１
４
３

【
相
談
担
当
】
三
重
弁
護
士
会
所

属
弁
護
士

【
相
談
内
容
】
遺
言
書
の
書
き
方
、

相
続
に
関
す
る
疑
問
点
、
後
々
相

続
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

今
で
き
る
こ
と
、
相
続
問
題
で
現

に
お
困
り
の
内
容
な
ど
、
遺
言
と

遺
言
相
続
無
料

電

話

相

談

会

【
予
約
方
法
】
４
月
12
日
㈬
ま
で

に
、
役
場
総
務
課
ま
で
電
話
予
約

▼
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
（
☎

33
―
０
３
３
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
続
に
関
す
る
問
題
全
般

▼
詳
し
く
は
、三
重
弁
護
士
会（
☎

０
５
９
―
２
２
８
―
２
２
３
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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／
6,000

部
　

株
式

会
社

ア
イ

ブ
レ

ー
ン

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
 編

集
／

紀
宝

町
役

場
企

画
調

整
課

広
報

広
聴

係
　

　
 〒

519－
5701　

三
重

県
南

牟
婁

郡
紀

宝
町

鵜
殿

324
番

地
　

  
　

 TEL 0735-33-0334　
　

　
　

　
FAX 0735-32-1102

令
和

５
年

４
月

１
日

発
行

　　
　
愛
野
で
す
。

広
報
担
当

広
報
担
当

大
森
で
す
。

　
大
里
地
区

　
大
里
地
区

昭和 30 年ごろ撮影

現在

昭和 28 年７月撮影

　

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
昭
和
28
年

に
発
生
し
た
紀
州
大
水
害
（
28
年
水
害
）
の

と
き
に
撮
影
さ
れ
た
大
里
地
区
の
写
真
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

紀
州
大
水
害
は
昭
和
28
年
７
月
17
日
か

ら
18
日
に
か
け
て
和
歌
山
県
を
中
心
に
梅

雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
が
襲
い
、
山
崩
れ
や

崖
崩
れ
、
洪
水
が
起
こ
る
な
ど
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
水
害
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
写
真
は
、
旧
相
野
谷
村
役

場
で
保
管
し
て
い
た
も
の
で
、
相
野
谷
橋
付

近
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。
川
の
水

が
橋
げ
た
近
く
ま
で
迫
っ
て
き
て
お
り
、
昭

和
30
年
ご
ろ
に
撮
影
さ
れ
た
平
時
の
水
位
と

比
べ
、
明
ら
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
台
風
13
号
が
襲
来

す
る
な
ど
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
災
害
を
経
て
鮒
田
水
門
の
改
修
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

春
を
告
げ
る
ア
レ

　
よ
う
や
く
寒
い
季
節
も
終
わ
り
を
迎
え
て
き
ま
し
た
ね
。
寒
が

り
な
僕
は
昆
虫
と
同
じ
で
10
度
以
下
の
日
は
動
き
が
鈍
り
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
の
で
、暖
か
い
春
の
訪
れ
は
大
歓
迎
で
す
。

　
た
だ
、
こ
の
季
節
は
花
粉
症
で
悩
ま
れ
て
い
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
僕
も
そ
こ
ま
で
重
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が

花
粉
症
持
ち
で
、
特
に
今
年
は
花
粉
の
飛
散
量
が
多
い
と
ニ
ュ
ー

ス
で
聞
き
身
構
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
外
に
出

歩
い
て
い
な
い
せ
い
か
、そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
は
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
個
人

的
に
は
景
色
の
移
り
変
わ
り
を
一
番
楽
し
め
る
季
節
で
も
あ
る
の

で
、
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
少
し
で
も
外
に
出
る
よ

う
心
が
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
こ
の
時
期
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
手
放
せ
な
い　
愛
野　
裕
基
）

お
も
し
ろ
い
人
に
な
り
た
い

　
私
自
身
、
学
生
の
こ
ろ
は
５
教
科
の
中
で
国
語

が
一
番
得
意
で
、
作
文
な
ど
を
書
く
の
も
苦
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
文

章
を
書
く
の
は
、
む
ず
か
し
い
な
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
の
方
に
お
会
い
す
る
と
「
今
月
は
〇
〇
や
っ
た

ね
」
と
、
ひ
と
り
ご
と
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
最
後
ま
で
読
ん
で
く
れ
て
い
る
ん
だ
な

と
う
れ
し
く
な
る
と
同
時
に
、
関
西
人
の
血
が
騒
ぎ
（
？
）
お
も

し
ろ
い
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
と
勝
手
に
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
な
が
ら
書
く
の
で
す
が
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
お
も
し

ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
パ
ッ
と
思
い
つ
く
人
は

生
ま
れ
持
っ
た
才
能
を
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
も
ク
ス
ッ

と
笑
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
セ
ン
ス
の
よ
い
ひ
と
り
ご
と
を

書
き
た
い
な
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
へ
の
道
は
ま
だ
ま
だ
続
く　
大
森　
菜
央
）
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